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は
じ
め
に
一　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
成
立
過
程
　
（
一
）　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
詐
欺
取
財
罪
規
定
の
起
草
　
（
二
）　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
追
加
起
草
　
（
三
）　
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
の
二
重
抵
当
罪
規
定
　
（
四
）　
明
治
十
年
十
一
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
の
二
重
抵
当
罪
規
定
　
（
五
）　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
成
立
二　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
適
用
要
件
と
し
て
の
抵
当
権
へ
の
戸
長
公
証
　
（
一
）　
参
事
院
の
処
理
方
針
　
（
二
）　
司
法
省
の
処
理
方
針
む
す
び
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
七
一
（　
　
　
）
七
七
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
　
　
　
　
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
藤　
　
原　
　
明　
　
久
は　
じ　
め　
に　
　
本
稿
は
、
前
稿
「
明
治
初
年
に
お
け
る
二
重
書
入
（
抵
当
）
の
処
罰
―
―
「
新
律
綱
領
」
の
重
典
売
田
宅
条
の
適
用
を
め
ぐ
っ
て

の
続
編
で
あ
る
。
前
稿
の
概
要
を
以
下
に
記
し
て
お
こ
う
。
　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
一
月
十
七
日
太
政
官
第
一
八
号
布
告
「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
は
、「
一
箇
所
ノ
地
ヲ
二
重
、
三
重
ニ
書
入
候
儀
ハ
不
相
成
候
得
共
、
若
シ
第
一
番
ノ
金
主
ヘ
引
當
ニ
入
レ
置
候
事
ヲ
第
二
番
ノ
金
主
承
知
ノ
上
ニ
テ
、
地
所
代
價
ノ
餘
分
ヲ
見
込
、
一
箇
所
ノ
地
所
ヲ
引
當
ニ
借
添
ヘ
致
シ
候
儀
ハ
不
苦
」（
適
宜
読
点
を
付
し
た
―
―
以
下
同
）
と
定
め
た
（
第
一
〇
条
）。
書
入
は
、
占
有
担
保
で
あ
る
質
入
に
対
し
て
、
非
占
有
担
保
、
す
な
わ
ち
抵
当
で
あ
る
。
一
番
書
入
債
権
者
の
存
在
を
承
知
し
て
、
二
番
債
権
者
が
土
地
の
担
保
価
値
の
余
力
を
見
込
ん
で
二
番
書
入
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
こ
の
手
続
に
違
反
す
る
二
重
書
入
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
二
重
書
入
を
処
罰
す
る
た
め
に
、
明
治
三
年
十
二
月
二
十
七
日
頒
布
の
「
新
律
綱
領
」
巻
三
「
戸
婚
律
」
中
の
重
典
売
田
宅
条
が
適
用
さ
れ
た
。
明
律
の
敷
写
で
あ
る
同
条
は
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
凡
已
ニ
典
賣
シ
テ
。
人
ニ
與
ル
田
宅
ヲ
將
テ
。
重
子
テ
典
賣
ス
ル
者
ハ
。
得
ル
所
ノ
價
錢
ヲ
贓
ニ
計
ヘ
。
竊 
盜
ニ
準
シ
テ
論
シ
。
價
ヲ
追
徴
シ
テ
主
ニ
還
シ
。
田
宅
ハ
。
原
ノ
典
買
主
ニ
附
ス
。
若
シ
重
子
テ
典
買
ス
ル
ノ
人
。
及
ヒ

。
情
ヲ
知
ル
者
ハ
。
犯
人
ト
同
モ
ト
罪
。
價
ヲ
追
シ
。
官
ニ
入
ル
。
知
ラ
サ
ル
者
ハ
。
坐
セ
ス
。」
　
す
な
わ
ち
、
債
務
者
甲
が
既
に
典
売
し
て
債
権
者
乙
に
占
有
を
移
転
し
た
田
宅
を
重
ね
て
債
権
者
丙
に
典
売
し
た
と
き
、
甲
が
債
権
者
丙
か
ら
借
り
た
金
銭
は
盗
物
と
見
做
し
、
窃
盗
に
準
じ
て
、
そ
の
罪
を
論
ず
る
。
こ
の
金
銭
は
、
取
り
上
げ
て
債
権
者
丙
に
返
還
す
る
。
田
宅
は
、
債
権
者
乙
に
引
き
渡
す
。
債
権
者
丙
お
よ
び
世
話
人
・
保
証
人
は
、
重
典
売
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
典
売
さ
せ
た
と
き
、
債
務
者
甲
と
同
罪
と
　
　
（
１
）
―
―
」
　
牙　
　
保
セ
ワ
ニ
ン
、
ウ
ケ
ニ
ン
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
七
二
（　
　
　
）
七
八
な
り
、
右
金
銭
は
没
収
さ
れ
、
他
方
、
こ
れ
を
知
ら
ず
に
典
売
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
罪
を
問
わ
れ
な
い
と
す
る
。
典
売
に
は
、
広
く
売
却
、
質
入
、
書
入
を
含
む
と
解
釈
さ
れ
た
。
　
二
重
書
入
に
重
典
売
田
宅
条
を
適
用
す
る
要
件
と
し
て
、
書
入
へ
の
公
証
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
た
。
末
端
地
方
吏
で
あ
る
町
村
戸
長
に
よ
る
公
証
の
手
続
と
、
そ
の
効
力
は
、「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
質
入
ま
た
は
書
入
の
土
地
担
保
証
書
に
は
、
戸
長
の
奥
書
割
印
に
よ
る
公
証
を
要
す
る
。
戸
長
役
場
に
奥
書
割
印
帳
を
備
置
し
、
公
証
申
請
が
あ
れ
ば
、
戸
長
は
、
割
印
帳
と
証
書
と
に
番
号
を
朱
書
し
、
割
印
を
押
捺
し
て
奥
書
す
る
。
戸
長
公
証
を
受
け
な
い
土
地
担
保
証
書
は
、「
質
入
又
ハ
書
入
ノ
證
據
ニ
ハ
不
相
成
ニ
付
、
右
證
文
ヲ
以
テ
訴
出
ル
ニ
於
テ
ハ
、
負
債
主
財
産
分
散
ノ
時
、
債
主
、
他
ノ
債
主
ニ
對
シ
先
キ
取
リ
ノ
特
權
ヲ
失
ヒ
、
獨
リ
質
入
又
ハ
書
入
ナ
キ
金
穀
貸
借
ノ
處
分
ヲ
可
受
事
」
と
さ
れ
た
（
明
治
七
年
一
月
十
九
日
太
政
官
第
六
号
布
告
「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
第
九
条
改
正
）。
戸
長
公
証
は
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
債
務
者
の
財
産
執
行
に
お
い
て
、
担
保
地
の
競
売
代
価
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
被
担
保
債
権
者
に
保
証
す
る
。
戸
長
公
証
が
第
三
者
に
対
抗
し
て
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
保
証
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
抵
当
権
登
記
の
効
力
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
よ
る
「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
の
戸
長
公
証
規
定
と
明
律
に
よ
る
重
典
売
田
宅
条
と
の
調
整
が
図
ら
れ
た
。
戸
長
公
証
を
受
け
た
書
入
証
書
に
書
入
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
重
書
入
に
お
い
て
、
先
の
書
入
を
承
知
せ
ず
に
後
の
書
入
が
設
定
さ
れ
、
両
書
入
に
戸
長
公
証
が
な
さ
れ
た
と
き
、
重
典
売
田
宅
条
が
適
用
さ
れ
た
。
　
以
上
が
前
稿
の
概
要
で
あ
る
。
中
国
法
系
の
「
新
律
綱
領
」
の
時
代
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
を
手
本
と
す
る
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
同
十
五
年
一
月
一
日
施
行
）
の
時
代
に
移
っ
た
。「
刑
法
」
は
、
以
下
の
三
段
階
を
経
て
制
定
さ
れ

　
司
法
省
に
よ
る
刑
法
編
纂
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
起
草
し
た
仏
文
刑
法
草
案
に
つ
い
て
、
明
治
九
年
五
月
か
ら
日
本
人
委
員
鶴
田

と
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
と
の
間
で
、
名
村
泰

通
訳
を
介
し
て
審
議
が
始
ま
り
、
明
治
十
年
十
一
月
二
十
八
日
、
司
法
省
刑
法
草
案
が
太
政
官
に
上
申
さ
れ
た
。
　
太
政
官
刑
法
草
案
審
査
（
２
）
た
。
（
３
）
皓
ら
（
４
）
蔵
の
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
七
三
（　
　
　
）
七
九
治
十
年
十
二
月
二
十
五
日
設
置
）
に
お
い
て
刑
法
草
案
の
修
正
が
行
わ
れ
、
同
十
二
年
六
月
二
十
五
日
、
刑
法
審
査
修
正
案
が
太
政
官
に
上
進
さ
れ
た
。
　
明
治
十
三
年
三
月
一
日
、
元
老
院
に
刑
法
草
案
が
付
議
さ
れ
、
四
月
十
八
日
、
元
老
院
は
修
正
刑
法
草
案
を
上
奏
し
た
。
七
月
十
七
日
、「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
が
太
政
官
第
三
六
号
布
告
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
。
二
重
抵
当
に
関
し
て
は
、「
刑
法
」
第
三
編
「
身
體
財
産
ニ
對
ス
ル
重
罪
輕
罪
」
第
二
章
「
財
産
ニ
對
ス
ル
罪
」
第
五
節
「
詐
欺
取
財
ノ
罪
及
ヒ
受
寄
財
物
ニ
關
ス
ル
罪
」
に
、
左
の
規
定
が
お
か
れ
た
。「第
三
百
九
十
條　
人
ヲ
欺
罔
シ
又
ハ
恐
喝
シ
テ
財
物
若
ク
ハ
證
書
類
ヲ
騙
取
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ノ
罪
ト
爲
シ
二
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
處
シ
四
圓
以
上
四
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
因
テ
官
私
ノ
文
書
ヲ
僞
造
シ
又
ハ
増
減
變
換
シ
タ
ル
者
ハ
僞
造
ノ
各
本
條
ニ
照
シ
重
キ
ニ
從
テ
處
斷
ス
」
「
第
三
百
九
十
三
條　
他
人
ノ
動
産
不
動
産
ヲ
冐
認
シ
テ
販
賣
交
換
シ
又
ハ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
已
ニ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
子
テ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
」
　
本
稿
は
、
右
両
規
定
の
成
立
過
程
、
そ
の
適
用
要
件
と
し
て
の
戸
長
公
証
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
論
点
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
あ
る
。
　
旧
刑
法
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
過
程
。
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
に
お
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
二
重
抵
当
罪
規
定
を
、
如
何
な
る
状
況
の
も
と
で
何
国
法
を
参
酌
し
て
起
草
し
た
の
か
、
そ
こ
で
如
何
な
る
審
議
が
行
わ
れ
、
旧
刑
法
第
三
九
三
条
第
二
項
が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
か
を
解
明
す
る
。
　
旧
刑
法
二
重
抵
当
罪
規
定
の
適
用
要
件
と
し
て
の
抵
当
権
へ
の
戸
長
公
証
。
戸
長
公
証
は
、「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
に
よ
り
、
第
三
者
に
対
抗
し
て
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
抵
当
債
権
者
に
与
え
た
。
先
の
抵
当
権
設
定
を
「
欺
隠
」
し
て
、
重
ね
て
他
の
債
権
者
と
抵
（
５
）
局
（
明
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
七
四
（　
　
　
）
八
○
当
権
を
戸
長
公
証
を
受
け
て
設
定
し
た
と
き
、
二
重
抵
当
と
し
て
旧
刑
法
第
三
九
三
条
第
二
項
を
適
用
し
う
る
に
は
、
先
の
抵
当
権
が
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
明
治
政
府
（
参
事

司
法
省
）
は
、
こ
の
問
題
を
如
何
様
に
処
理
し
た
か
を
考
察
す
る
。
註（１
）　
神
戸
法
学
雑
誌
五
四
巻
三
号
、
二
〇
〇
四
年
。
（
２
）　
西
原
春
夫
・
吉
井
蒼
生
夫
・
藤
田　
正
・
新
倉　
修
編
『
日
本
立
法
資
料
全
集
』
二
九
（
旧
刑
法
﹇
明
治
十
三
年
﹈（
１
））、「
は
じ
め
に
」、「
旧
刑
法
制
定
過
程
年
表
」、
信
山
社
、
一
九
九
四
年
、
吉
井
蒼
生
夫
『
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
』
第
二
章
「
近
代
日
本
に
お
け
る
西
欧
型
刑
法
の
成
立
と
展
開
」
等
。
（
３
）　
鶴
田　
皓
（
天
保
六
﹇
一
八
三
五
﹈
年
―
明
治
二
十
一
﹇
一
八
八
八
﹈
年
）。
明
治
二
年
刑
法
官
兼
勤
刑
律
取
調
御
用
、
同
四
年
刑
部
省
出
仕
、
新
律
綱
領
撰
修
成
功
に
つ
き
賞
を
受
く
、
刑
部
少
判
事
、
司
法
省
出
仕
、
司
法
少
判
事
、
明
法
助
、
同
六
年
明
法
権
頭
、
同
八
年
刑
法
草
案
取
調
掛
、
同
九
年
司
法
大
丞
兼
一
等
法
制
官
、
同
十
年
司
法
大
書
記
官
、
刑
法
編
纂
委
員
兼
務
、
刑
法
草
按
審
査
委
員
、
同
十
二
年
治
罪
法
草
按
審
査
委
員
、
同
十
三
年
検
事
長
、
同
十
四
年
参
事
院
議
官
、
同
十
八
年
元
老
院
議
官
、
同
二
十
年
法
律
取
調
委
員
（『
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
』
上
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
六
五
―
二
七
二
頁
）。
（
４
）　
名
村
泰
蔵
（
天
保
十
一
﹇
一
八
四
〇
﹈
年
―
明
治
四
十
﹇
一
九
〇
七
﹈
年
）。
文
久
元
﹇
一
八
六
一
﹈
年
神
奈
川
奉
行
所
詰
、
慶
応
二
﹇
一
八
六
六
﹈
年
万
国
博
覧
会
御
用
掛
、
徳
川
昭
武
に
随
行
渡
仏
、
明
治
元
﹇
一
八
六
八
﹈
年
長
崎
府
上
等
通
弁
、
同
五
年
司
法
裁
判
所
七
等
出
仕
、
渡
欧
、
同
六
年
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
を
伴
い
帰
国
、
同
八
年
司
法
省
翻
訳
課
長
、
同
省
刑
法
草
案
取
調
掛
、
同
十
二
年
治
罪
法
草
案
審
査
委
員
、
同
十
九
年
大
審
院
検
事
長
（
後
略
）（
大
植
四
郎
編
『
明
治
過
去
帳
』
東
京
美
術
、
一
九
七
一
年
、
一
〇
四
一
頁
、
臼
井
勝
美
・
他
編
『
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
七
七
七
頁
）。
（
５
）　
浅
古　
弘
「
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」
早
稲
田
法
学
五
七
巻
三
号
、
一
九
八
二
年
。
本
論
文
は
、
刑
法
草
案
審
査
局
に
よ
る
刑
法
草
案
審
査
・
修
正
の
過
程
を
詳
細
に
跡
づ
け
て
い
る
。
（
６
）
院
、
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
七
五
（　
　
　
）
八
一
（
６
）　
明
治
十
四
年
政
変
で
、
同
年
十
月
二
十
一
日
太
政
官
六
部
は
廃
止
と
な
り
、
法
律
規
則
に
関
す
る
事
務
は
新
設
の
参
事
院
に
引
き
継
が
れ
た
。
参
事
院
は
、「
太
政
官
ニ
屬
シ
内
閣
ノ
命
ニ
依
リ
法
律
規
則
ノ
草
定
審
査
ニ
參
預
ス
ル
ノ
所
」
で
あ
っ
た
。「
事
務
ヲ
分
掌
ス
ル
爲
メ
ニ
内
局
及
六
部
﹇
外
務
・
内
務
・
軍
事
・
財
務
・
司
法
・
法
制
の
各
部
―
筆
者
補
註
﹈
ヲ
置
ク
」（
参
事
院
章
程
）。
同
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
、
太
政
官
制
廃
止
、
内
閣
制
度
創
設
に
と
も
な
い
、
参
事
院
も
廃
止
さ
れ
た
（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
一
〇
、
官
職
門
﹇
１
﹈、
原
書
房
覆
刻
、
一
九
七
八
年
、
二
八
四
、
二
八
九
―
二
九
一
、
三
〇
二
頁
）。
一　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
成
立
過
程
（
一
）　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
詐
欺
取
財
罪
規
定
の
起
草
　
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
に
お
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
財
産
に
対
す
る
罪
に
関
す
る
諸
規
定
を
起
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
最
初
に
鶴
田
皓
ら
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
（
一
八
一
〇
年
）
の
「
盗
罪
ノ
性
質
」
を
説
明
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
三
七
九
条
は
、「
何
人
ニ
限
ラ
ス
己
レ
ニ
属
セ
サ
ル
物
ヲ
盗
ミ
シ
罪
ヲ
名
テ
盗
罪
ト
云
フ
」
と
定
義
す
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
盗
罪
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、「
他
人
ノ
所
有
物
ナ
ル
事
ヲ
知
テ
之
ヲ
取
リ
己
レ
ノ
所
有
物
ト
為
ス
事
」
と
「
所
有
主
ノ
承
諾
ナ
キ
ヲ
知
テ
其
所
有
物
ヲ
取
リ
自
ラ
所
有
主
ト
為
リ
タ
ル
事
」
を
要
す

す
な
わ
ち
、「
盗
罪
ハ
他
人
ニ
属
ス
ル
物
件
ヲ
不
正
ニ
己
レ
ノ
所
有
ト
為
ス
ヲ
以
テ
其
本
体
ノ
性
質
ト
為
ス
」
と
解
釈
し

鶴
田
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
「
所
有
主
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
其
物
品
ヲ
取
リ
タ
ル
ヲ
盗
罪
ト
為
ス
而
已
ナ
ラ
ス
、
日
本
ニ
テ
ハ
右
ノ
外
ニ
他
人
ヲ
詐
偽
シ
テ
承
諾
セ
シ
メ
テ
其
物
品
ヲ
取
ル
ヲ
詐
偽
取
財
ト
云
フ
、
之
ハ
窃
盗
強
盗
抔
ト
ハ
自
ラ
其
性
質
ニ
異
ル
所
ア

と
、
盗
罪
と
詐
欺
取
財
罪
と
の
差
異
を
指
摘
し
た
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
鶴
田
に
「
詐
偽
取
財
ハ
仮
令
被
害
者
ノ
詐
偽
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
、
一
時
其
詐
偽
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ス
本
心
ヨ
リ
承
諾
シ
タ
ル
者
ナ
リ
、
故
ニ
純
粹
ノ
盗
罪
ト
ハ
見
做
シ
難
シ
、
尤
何
レ
ニ
モ
財
産
ニ
對
ス
ル
罪
ノ
部
類
ニ
置
ク
ヘ
キ
者
ナ

（
１
）
る
、
（
２
）
た
。
（
３
）
リ
」
（
４
）
リ
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
七
六
（　
　
　
）
八
二
と
説
明
し
た
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
盗
罪
と
別
個
に
詐
欺
取
財
罪
の
規
定
を
起
草
し
た
。
か
れ
が
範
と
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
四
〇
五
条
（
一
八
六
三
年
五
月
十
三
日
法
に
よ
り
改
正
）
で
あ
る
。
同
条
は
、
箕
作
麟
祥
の
翻
訳
に
よ
る
と
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
僞
リ
ノ
姓
名
ヲ
用
ヒ
或
ハ
僞
リ
ノ
身
分
ヲ
稱
シ
（














































）
或
ハ
僞
リ
ノ
起
作
、
無
モ
ク 
ロ
ミ
實
ノ
威
權
、
僞
リ
ノ
信
據
ヲ
人
ニ
證
シ
示
ス
可
キ
爲
メ
詐
計
ヲ
用
ヒ
又
ハ
人
ヲ
シ
テ
無
實
ノ
成
功
及
ヒ
無
根
ノ
事
故
ヲ
希
望
セ
シ
メ
或
ハ
畏
怖
セ
シ
ム
可
キ
爲
メ
僞
計
ヲ
用
ヒ
テ
（





























































































































































































































































）
人
ノ
所
有
ス
ル
金
銀
、
動
産
、
義
務
ノ
證
書
、
契
約
書
、
手
形
、
約
定
書
、
算
還
ノ
證
書
（































































































）
ヲ
己
レ
ニ
渡
サ
シ
メ
或
ハ
渡
サ
シ
メ
ン
ト
試
ミ
爲
シ
且
其
僞
計
ヲ
以
テ
人
ノ
産
業
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ヲ
奪
ヒ
或
ハ
奪
ハ
ン
ト
試
ミ
爲
シ
タ
ル
者
ハ
一
年
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
五
年
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ
ル
時
間
禁
錮
（
















）
ノ
刑
ニ
處
セ
ラ
レ
且
五
十
「
フ
ラ
ン
ク
」
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
三
千
「
フ
ラ
ン
ク
」
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ
ル
罰
金
（







）
ノ
言
渡
ヲ
受
ク
可
シ
又
其
犯
人
ハ
其
刑
ヲ
受
ケ
シ
日
ヨ
リ
五
年
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
十
年
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ
ル
時
間
第
四
十
二
條
ニ
記
シ
タ
ル
權
利
﹇
公
民
権
、
私
権
、
親
族
権
﹈（﹇　
﹈
は
筆
者
補
注
、
以
下
同
）
ヲ
行
フ
ノ
禁
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
但
シ
此
規
則
ト
其
犯
人
ニ
贋
造
僞
造
ノ
重
罪
ア
ル
時
更
ニ
重
キ
刑
ニ
處
ス
可
キ
規
則
ト
相
觸
ル
ヽ
コ
ト
ナ
カ
ル
可

　
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
詐
欺
取
財
罪
を
構
成
す
る
要
素
は
三
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
詐
欺
方
法
の
利
用
、
　
詐
欺
方
法
を
も
っ
て
取
得
さ
れ
た
財
物
を
交
付
さ
せ
る
こ
と
、
　
こ
れ
ら
の
財
物
の
領
得
ま
た
は
費
消
で
あ

　
右
の
詐
欺
方
法
は
、
偽
姓
名
あ
る
い
は
偽
身
分
の
使
用
、
法
律
が
定
め
た
偽
計
で
あ
る
。
偽
計
た
る
に
は
、
詐
欺
行
為
に
よ
っ
て
、
虚
偽
に
（
５
）
シ
」
（
６
）
る
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
七
七
（　
　
　
）
八
三
し
ろ
企
画
が
存
在
す
る
と
納
得
さ
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
仮
想
に
し
ろ
権
限
や
信
用
が
存
在
す
る
と
納
得
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
成
功
、
事
故
も
し
く
は
、
そ
の
他
総
て
の
無
根
の
事
態
に
つ
い
て
希
望
あ
る
い
は
畏
怖
が
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ

　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
四
〇
五
条
の
「
書
法
ヨ
リ
余
程
簡
單
ニ
記
シ
タ
リ
、
然
シ
其
本
旨
ニ
於
テ
ハ
同
條
ニ
異
ル
事
ナ

と
し
て
、
刑
法
草
案
第
三
編
第
一
章
「
財
産
ヲ
害
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
第
二
節
「
詐
偽
ノ
倒
産
詐
欺
取
財
及
ヒ
背
信
ノ
犯
罪
」
の
中
に
、
左
の
詐
欺
取
財
罪
規
定
を
設
け
た
。
「
第
三
條　
無
実
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
又
ハ
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
為
メ
偽
リ
ノ
姓
名
ヲ
用
ヒ
又
ハ
偽
リ
ノ
身
分
ヲ
称
シ
、
其
他
偽
計
ヲ
用
ヒ
テ
金
額
物
件
又
ハ
義
務
ノ
証
券
、
請
取
書
、
釈
放
書
ヲ
渡
サ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
詐
偽
取
財
ノ
罪
ト
ナ
シ
、
二
月
ヨ
リ
四
年
ニ
至
ル
重
禁
錮
並
ニ
四
円
ヨ
リ
四
百
円
ニ
至
ル
罰
金
ニ
処
ス
但
シ
文
書
ヲ
偽
造
シ
タ
ル
罪
ノ
重
キ
ハ
重
キ
ニ
依
テ
處
断

　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
本
来
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
四
〇
五
条
の
よ
う
に
「
詐
偽
ノ
方
法
ヲ
細
ニ
記
ス
ヘ
キ
積

で
あ
っ
た
が
、
鶴
田
の
「
成
丈
ケ
簡
單
ニ
記
ス
ヘ

と
の
要
望
を
容
れ
て
詐
欺
方
法
を
簡
略
化
し
て
、「
偽
リ
ノ
姓
名
ヲ
用
ヒ
又
ハ
偽
リ
ノ
身
分
ヲ
称
シ
」、「
無
実
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
」、「
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
」
を
規
定
し
た
。
鶴
田
は
、「
偽
姓
名
偽
身
分
ハ
偽
計
中
一
部
分
ニ
シ
テ
、
畢
竟
皆
其
犯
人
ノ
被
害
者
ヲ
詐
偽
ス
ル
方
法
ナ
リ
、
而
シ
テ
希
望
畏
怖
ハ
其
被
害
者
ノ
感
シ
方
ヲ
示
シ
タ
ル
迄
ノ
事
ナ
リ
、
故
ニ
之
ヲ
約
言
ス
レ
ハ
総
テ
偽
計
ト
云
フ
内
ニ
含
蓄
ス
ヘ
キ
筈
ナ
リ
」
と
批
判
し

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
偽
姓
名
ヲ
用
ヒ
偽
身
分
ヲ
稱
ス
ル
」、「
希
望
セ
シ
ム
ル
」、「
畏
怖
セ
シ
ム
ル
」
を
「
三
ツ
事
柄
ト
シ
テ
區
別
セ
サ
ル
ヲ
得

と
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
四
〇
五
条
の
詐
欺
方
法
を
存
置
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
鶴
田
に
反
論
し
た
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
日
本
刑
法
草
案
は
、
詐
欺
取
財
罪
の
刑
を
二
月
以
上
四
年
以
下
の
重
禁
錮
な
ら
び
に
四
円
以
上
四
百
円
以
下
の
罰
金
と
し
た
。
（
７
）
る
。
（
８
）
シ
」
（
９
）
ス
」
（　
）
１０リ
」
（　
）
１１シ
」
（　
）
１２た
。
（　
）
１３ス
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
七
八
（　
　
　
）
八
四
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
詐
欺
取
財
罪
の
禁
錮
刑
の
期
間
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
を
参
照
し
て
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
に
お
い
て
説
明
し
た
。「
佛
國
刑
法
ニ
テ
モ
窃
盗
ト
詐
偽
取
財
ト
ハ
之
ヲ
同
刑
期
﹇
一
年
以
上
五
年
以
下
﹈
ノ
禁
錮
ニ
処
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」。「
何
ト
ナ
レ
ハ
窃
盗
ハ
事
主
﹇
盗
ま
れ
た
被
害
者
﹈
ニ
不
注
意
ナ
ル
落
度
ア
ル
ヘ
キ
ナ
レ
ト
モ
、
詐
偽
取
財
ハ
犯
人
ニ
テ
欺
ク
ニ
道
ヲ
以
テ
ス
ル
者
ニ
付
、
其
事
主
不
注
意
ノ
落
度
ナ
シ
、
故
ニ
之
ヲ
窃
盗
ヨ
リ
軽
ク
為
ス
ノ
理
ナ
ケ
レ
ハ
ナ

窃
盗
は
、
被
害
者
に
不
注
意
の
落
度
が
あ
り
、
詐
欺
取
財
は
、
被
害
者
を
欺
か
ん
と
す
る
も
の
で
、
被
害
者
に
不
注
意
の
落
度
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
詐
欺
取
財
を
窃
盗
よ
り
も
軽
く
罰
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
鶴
田
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
反
対
し
て
、「
詐
偽
取
財
ハ
窃
盗
ヨ
リ
軽
ク
為
サ
ン
ト
ス
」
と
主
張
し
た
。「
何
ト
ナ
レ
ハ
詐
偽
取
財
ハ
仮
令
犯
人
ヨ
リ
詐
偽
シ
タ
ル
ニ
モ
事
主
ノ
承
諾
上
ヨ
リ
渡
ス
ヲ
得
テ
財
物
ヲ
取
リ
タ
ル
者
ナ
レ
ト
モ
、
窃
盗
ハ
全
ク
其
承
諾
ナ
キ
ニ
之
ヲ
取
タ
ル
者
ナ
レ
ハ
ナ

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
詐
欺
取
財
は
、
被
害
者
の
承
諾
を
得
て
財
物
を
取
る
が
、
窃
盗
は
、
被
害
者
の
承
諾
な
く
し
て
財
物
を
取
る
か
ら
で
あ
る
。
詐
欺
取
財
と
窃
盗
の
軽
重
の
基
準
を
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
被
害
者
の
不
注
意
の
有
無
に
、
鶴
田
は
、
被
害
者
の
承
諾
の
有
無
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
日
本
刑
法
草
案
で
フ
ラ
ン
ス
刑
法
と
同
様
に
、「
通
常
ノ
盗
罪
」
を
「
一
月
ヨ
リ
五
年
ニ
至
ル
重
禁
錮
」
と
し
た

詐
欺
取
財
罪
を
「
二
月
ヨ
リ
四
年
ニ
至
ル
重
禁
錮
」
と
定
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
倣
い
詐
欺
取
財
罪
を
「
窃
盗
ト
同
刑
カ
又
ハ
少
シ
重

し
た
い
と
す
る
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
案
を
、
鶴
田
が
過
酷
で
あ
る
と
批
判
し

め
に
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
詐
欺
取
財
罪
の
刑
を
軽
減
し
て
窃
盗
罪
と
詐
欺
取
財
罪
の
両
刑
の
均
衡
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
　
つ
い
で
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
鶴
田
に
「
詐
偽
取
財
ノ
罸
金
ハ
何
程
ニ
為
ス
ヘ
キ
ヤ
」
と
質
問
し

鶴
田
は
、「
罸
金
ハ
隨
分
多
ク
科
ス
ル
ト
モ
宜
シ
、
何
ト
ナ
レ
ハ
窃
盗
ト
違
ヒ
別
ニ
夜
間
又
ハ
攀
援
破
壊
等
重
情
状
ノ
加
重
ス
ヘ
キ
者
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
答
え

こ
れ
を
受
け
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
通
常
ノ
盗
罪
」
の
「
二
円
ヨ
リ
百
円
ニ
至
ル
罰
金
」
に
対
し
て
、
詐
欺
取
財
罪
を
「
四
円
ヨ
リ
四
百
円
ニ
至
ル
罰
（　
）
１４リ
」。
（　
）
１５リ
」
（　
）
１６が
、
（　
）
１７ク
」
（　
）
１８た
た
（　
）
１９た
。
（　
）
２０た
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
七
九
（　
　
　
）
八
五
金
」
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
さ
ら
に
、「
詐
偽
取
財
ト
背
信
ノ
罪
ト
粗
相
似
タ
ル
者
ニ
シ
テ
自
ラ
異
ル
所
ア
ル
所

を
解
説
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
背
信
（

















罪
に
関
す
る
第
四
〇
八
条
（
一
八
六
三
年
五
月
十
三
日
法
に
よ
り
改
正
）
は
、
箕
作
麟
祥
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
借
受
、
附
托
、
質
入
、
借
用
ノ
爲
メ
或
ハ
雇
賃
ノ
有
無
ヲ
論
セ
ス
人
ノ
用
ヲ
達
ス
ル
爲
メ
人
ヨ
リ
動
産
、
金
銀
、
商
品
、
手
形
、
算
還
ノ
證
書
又
ハ
其
他
借
受
或
ハ
算
還
ノ
證
書
類
ヲ
受
取
リ
後
ニ
之
ヲ
還
シ
又
ハ
示
シ
又
ハ
定
マ
リ
タ
ル
用
法
ニ
之
ヲ
用
フ
可
キ
ノ
約
ヲ
爲
シ
其
約
ニ
背
キ
此
等
ノ
諸
件
ヲ
竊
取
シ
又
ハ
消
費
シ
テ
其
所
有
者
ノ
損
害
ヲ
爲
セ
シ
者
ハ
第
四
百
六
條
ニ
記
シ
タ
ル
刑
ニ
處
セ
ラ
ル
可

（
後
略
）
　
す
な
わ
ち
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
背
信
ノ
罪
ハ
犯
人
ニ
テ
已
ニ
金
銀
等
ヲ
受
取
タ
ル
後
、
現
ニ
之
レ
ヲ
見
テ
始
テ
出
来
心
ノ
悪
意
ヲ
生
シ
タ
ル
者
ナ
レ
ト
モ
、
詐
偽
取
財
ハ
犯
人
ニ
テ
最
初
ヨ
リ
悪
意
ヲ
生
シ
詐
偽
ノ
方
法
ヲ
以
テ
金
銀
等
ヲ
渡
サ
シ
ム
ル
様
ニ
仕
向
ケ
受
取
タ
ル
者
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」、「
背
信
ノ
罪
ハ
固
ヨ
リ
窃
盗
又
ハ
詐
偽
取
財
ヨ
リ
軽
ク
処
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
」
と
す

フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
背
信
罪
は
、「
二
月
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
二
年
ヨ
リ
多
カ
ラ
サ
ル
時
間
禁
錮
ノ
刑
ニ
處
セ
ラ
レ
且
其
罪
犯
ノ
爲
メ
損
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
償
還
ス
可
キ
總
高
ノ
四
分
一
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
二
十
五
「
フ
ラ
ン
ク
」
ヨ
リ
少
カ
ラ
サ
ル
罰
金
ノ
言
渡
ヲ
受
ク
可
シ
」
と
さ
れ
て
い
た
（
第
四
〇
六

（
二
）　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
追
加
起
草
　
（
１
）　
日
本
委
員
鶴
田
皓
の
二
重
抵
当
罪
規
定
起
草
の
要
求
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
起
草
し
た
最
初
の
日
本
刑
法
草
案
に
は
二
重
抵
当
罪
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
詐
欺
取
財
罪
に
関
す
る
規
定
の
審
（　
）
２１以
」
（　
）
２２シ
」
（　
）
２３る
。
（　
）
２４条
）。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
八
○
（　
　
　
）
八
六
議
に
お
い
て
、
鶴
田
皓
は
、
二
重
売
買
・
二
重
抵
当
を
処
罰
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
鶴
田
は
、
こ
と
に
二
重
転
売
を
俎
上
に
載
せ
、「
二
重
轉
賣
ハ
固
ヨ
リ
詐
偽
取
財
ヲ
以
テ
論
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」、「
別
ニ
一
條
ヲ
以
テ
特
書
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
口
火
を
切
っ

「
二
重
轉
賣
」
と
は
、「
甲
者
ヘ
賣
渡
ス
ヘ
キ
契
約
ヲ
為
シ
其
手
付
金
ヲ
受
ケ
取
タ
ル
上
、
又
乙
者
ヘ
賣
渡
シ
其
代
價
ノ
金
額
ヲ
欺
キ
取
タ
ル
ノ

で
あ
る
。
鶴
田
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、「
新
律
綱
領
」
の
重
典
売
田
宅
条
で
あ
り
、
当
時
、
二
重
売
買
・
二
重
抵
当
事
件
が
少
な
く
な

本
条
の
適
用
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
二
重
売
買
は
詐
欺
取
財
罪
規
定
の
「
其
他
偽
計
ヲ
用
ヒ
テ
金
額
物
件
云
々
」
に
含
む
と
弁
明
し

鶴
田
は
、
不
動
産
の
二
重
売
買
に
つ
い
て
日
仏
を
比
較
し
て
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、「
佛
國
ニ
テ
ハ
不
動
産
ノ
賣
買
ハ
「
イ
ボ
テ
ー
キ
」
役
所
ニ
於
テ
登
記
ス
ヘ
キ
規
則
ア
ル
ニ
付
、
詐
偽
シ
テ
賣
買
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
筈
ナ
レ
ト
モ
、
日
本
ニ
テ
ハ
未
タ
「
イ
ボ
テ
ー
キ
」
役
所
ノ
規
則
モ
十
分
ナ
ラ
ス
」、
し
か
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
は
「
區
戸
長
ト
犯
人
ト
私
和
シ
テ
詐
偽
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
モ
ア
ラ

と
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
不
動
産
売
買
に
よ
る
所
有
権
移
転
は
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、「
イ
ボ
テ
ー
キ
」
役
所
（
















































）
に
て
登
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
で
は
、
不
動
産
登
記
制
度
が
未
整
備
で
あ
り
、
区
戸
長
と
売
主
と
が
結
託
し
た
重
典
売
が
不
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
鶴
田
が
フ
ラ
ン
ス
登
記
制
度
に
関
す
る
知
識
を
何
処
か
ら
得
て
い
た
か
は
確
証
で
き
な
い
が
、
明
治
五
年
二
月
に
司
法
省
法
律
顧
問
に
招
聘
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
法
律
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ス
ケ
（


















）
か
ら
教
示
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ブ
ス
ケ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
登
記
官
で
あ
る
「
書
入
質
取
扱
役
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
詳
説
し
て
い
た
。
「
書
入
質
ハ
不
動
産
ニ
付
タ
ル
物
權
ヲ
云
フ
、
抑
モ
此
權
ヲ
生
ス
ル
ハ
、
甲
者
、
不
動
産
ヲ
書
入
ト
ナ
シ
乙
者
ヨ
リ
金
ヲ
借
リ
タ
ル
ト
キ
、
其
不
動
産
ニ
付
タ
ル
物
權
ヲ
乙
者
ニ
與
フ
ル
法
ナ
リ
、
其
物
權
ニ
ヨ
リ
書
入
質
ト
ナ
リ
タ
ル
不
動
産
ヲ
賣
拂
ヒ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
其
乙
者
ハ
無
抵
當
ノ
債
主
并
ニ
第
二
号
以
下
ノ
書
入
質
ノ
權
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヨ
リ
、
其
代
金
ヲ
先
取
ス
ル
特
權
ヲ
有
セ
リ
、
債
主
ト
ナ
ル
可
キ
乙
者
、
書
入
質
ヲ
引
當
ニ
取
リ
タ
ル
ト
キ
、
其
以
前
、
丙
者
ニ
テ
其
不
動
産
ヲ
書
入
質
ニ
取
リ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
ヲ
知
（　
）
２５た
。（　
）
２６類
」
（　
）
２７く
、
（　
）
２８た
。
（　
）
２９ス
」
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
八
一
（　
　
　
）
八
七
リ
易
カ
ラ
シ
ム
ル
爲
メ
、
各
郡
ニ
於
テ
書
入
質
取
扱
役
所
ヲ
設
置
シ
、
其
役
所
ニ
一
ノ
簿
册
ヲ
備
ヘ
、
其
簿
册
ヘ
債
主
ト
爲
ル
ヘ
キ
モ
ノ
、
甲
者
ノ
不
動
産
ヲ
書
入
質
ニ
取
リ
タ
ル
旨
ヲ
記
載
ス
、
若
シ
債
主
怠
リ
テ
之
レ
ヲ
記
載
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
其
不
動
産
ニ
付
、
先
取
特
權
ヲ
失
フ
ヘ
シ
、
若
シ
一
ノ
不
動
産
ヲ
數
人
ニ
書
入
タ
ル
ト
キ
、
其
賣
拂
代
金
ヲ
以
テ
債
主
ニ
負
債
消
却
ノ
順
序
ハ
簿
册
ニ
登
記
シ
タ
ル
順
序
ニ
從
フ
ベ
シ
、
此
役
所
ノ
長
ト
シ
テ
各
郡
ニ
置
キ
タ
ル
者
ヲ
稱
シ
テ
書
入
質
取
扱
役
ト
云
フ
、
其
取
扱
役
ノ
職
務
ハ
、
書
入
質
ノ
確
實
ナ
リ
ト
認
ル
ト
キ
ハ
之
レ
ヲ
簿
册
ニ
記
入
シ
、
而
シ
テ
其
權
ア
ル
者
ニ
記
入
ノ
印
ヲ
與
ヘ
又
其
不
動
産
ヲ
讓
與
賣
買
シ
テ
甲
ヨ
リ
乙
ニ
其
所
有
權
ヲ
移
轉
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
之
レ
ヲ
簿
册
ニ
記
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
司

　
抵
当
権
（「
書
入
質
」）（

















）
は
不
動
産
物
権
で
あ
る
。
抵
当
債
権
者
は
、
一
般
債
権
者
お
よ
び
後
順
位
抵
当
債
権
者
に
優
先
し
て
抵
当
不
動
産
の
代
価
よ
り
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
第
三
者
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
、
抵
当
権
は
、
登
記
所
（「
書
入
質
取
扱
役

（
















































）
の
登
記
簿
へ
の
登
記
に
よ
っ
て
公
示
さ
れ
る
。
抵
当
債
権
者
は
、
抵
当
権
の
登
記
を
怠
る
な
ら
ば
、
抵
当
不
動
産
の
代
価
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
失
う
。
同
一
不
動
産
に
数
人
の
債
権
者
が
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
、
抵
当
権
の
順
位
は
、
登
記
の
順
序
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
登
記
所
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
各
郡
（














）
に
設
置
さ
れ
、
登
記
官
（「
書
入
質
取
扱
役
」）（

























）
の
職
務
は
、
抵
当
権
の
登
記
、
不
動
産
の
売
買
・
譲
渡
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
登
記
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
抵
当
権
の
登
記

を
定
め
、
一
八
五
五
年
三
月
二
十
五
日
の
「
謄
記
法
」（






























は
、
不
動
産
所
有
権
移
転
の
謄
記

を
定
め
た
。
（　
）
３０ル
」
（　
）
３１所
」）
　
　
　
　
　
　
　
（　
）
３２
（








）
　
　
　
　
　
　
　
（　
）
３３






 


）
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
）
３４
（









）
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
八
二
（　
　
　
）
八
八
　
（
２
）　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
起
草
―
―
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
ス
テ
リ
オ
ナ
（







）
に
よ
る
―
―
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
登
記
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
「
佛
國
ニ
テ
ハ
不
動
産
ノ
賣
買
ニ
付
テ
詐
偽
ス
ル
者
ナ
キ
筈
ナ
リ
、
若
シ
之
ヲ
詐
偽
ス
ル
者
ア
リ
タ
ル
時
ハ
、
民
事
上
ニ
於
テ
損
害
ノ
償
ヲ
求
ム
ル
而
已
ナ
リ
」、「
然
ル
ニ
動
産
ハ
他
ヘ
轉
輾
シ
竟
ニ
其
形
迹
ヲ
現
在
セ
サ
ル
ニ
至
ル
故
ニ
一
旦
詐
偽
セ
ラ
レ
タ
ル
以
上
ハ
到
底
其
損
害
ヲ
受
ク
ル
ヲ
免
レ
ス
、
仍
テ
動
産
ノ
二
重
轉
賣
ハ
詐
偽
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
ヘ
キ
ナ
レ
ト
モ
、
不
動
産
ハ
之
ヲ
罪
ト
為
ス
ニ
及
ハ
サ
ル
ヘ
シ
ト
思
考

と
不
動
産
二
重
売
買
の
処
罰
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鶴
田
は
、「
日
本
ニ
テ
ハ
未
タ
「
イ
ホ
テ
ー
キ
」
ノ
規
則
十
分
ナ
ラ
サ
ル
故
ニ
不
動
産
ニ
テ
モ
或
ハ
之
ヲ
二
重
轉
賣
又
ハ
二
重
抵
當
ト
為
ス
者
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
シ
」
と
主
張
し

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
日
本
が
「
他
日
「
イ
ボ
テ
ー
キ
」
ノ
規
則
十
分
ニ
確
シ
タ
ル
時
ハ
全
ク
不
用
ニ
属
ス
ヘ

と
期
待
し
つ
つ
、
他
人
の
財
産
の
売
却
・
質
入
・
抵
当
、
自
己
不
動
産
の
二
重
抵
当
を
詐
偽
取
財
罪
を
も
っ
て
論
ず
る
、
左
掲
の
条
文
を
起
草
し
た
。
「
第　
條　
故
意
ヲ
以
テ
己
レ
ニ
属
セ
サ
ル
動
産
不
動
産
ヲ
要
償
ノ
契
約
ヲ
以
テ
讓
與
シ
又
ハ
不
動
産
ヲ
書
入
ト
為
シ
又
ハ
動
産
ヲ
典
物
ト
為
シ
又
ハ
所
有
者
已
ニ
其
不
動
産
ヲ
書
入
ト
為
シ
タ
ル
事
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ヘ
賣
渡
シ
又
ハ
他
人
ヘ
書
入
ト
為
シ
タ
ル
者
ハ
詐
偽
取
財
ヲ
以
テ
論
シ
前
同
刑
ニ
處

　
　
故
意
に
他
人
の
不
動
産
を
要
償
の
契
約
を
も
っ
て
譲
渡
し
、
ま
た
他
人
の
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
、
ま
た
は
他
人
の
動
産
に
質
権
を
設
定
し
た
者
、
　
自
己
所
有
の
不
動
産
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
「
欺
隠
」
し
て
他
人
に
該
不
動
産
を
売
渡
し
、
ま
た
は
他
人
に
対
し
て
該
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
者
は
、
詐
欺
取
財
の
刑
に
処
す
と
す
る
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
起
草
し
た
右
条
文
は
、
部
分
的
修
正
を
経
る
に
せ
よ
、
基
本
的
に
そ
の
趣
旨
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
第
三
九
三
条
に
結
実
す
る
。
後
日
、
か
れ
は
、
同
条
の
範
を
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
ス
テ
リ
オ
ナ
（







）
に
求
め
た
こ
と
を
明
言
し
て
い

（　
）
３５ス
」
（　
）
３６た
。
（　
）
３７シ
」
（　
）
３８ス
」
（　
）
３９る
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
八
三
（　
　
　
）
八
九
　フ
ラ
ン
ス
民
法
第
二
〇
五
九
条
は
、
ス
テ
リ
オ
ナ
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
「
民
事
上
の
身
体
拘
束
（
























 






）
は
、
ス
テ
リ
オ
ナ
の
た
め
に
行
わ
れ
る
。
ス
テ
リ
オ
ナ
が
存
在
す
る
の
は
、
以
下
の
場
合
で
あ
る
。
　
自
分
が
不
動
産
の
所
有
者
で
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
、
該
不
動
産
を
売
却
し
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
と
き
。
　
抵
当
財
産
を
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
呈
示
す
る
と
き
、
ま
た
は
該
財
産
が
負
担
す
る
よ
り
も
少
な
い
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
申
述
す
る
と
き
。」
　
ス
テ
リ
オ
ナ
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
、
不
動
産
売
買
あ
る
い
は
抵
当
権
設
定
に
お
け
る
一
種
の
詐
欺
行
為
で
あ
り
、
特
別
な
民
事
犯
罪
と
し
て
維
持
さ
れ
た

一
八
六
七
年
七
月
二
十
二
日
の
「
身
体
拘
束
に
関
す
る
法
律
」（




























が
民
事
上
の
身
体
拘
束
を
廃
止
し
た
た
め
、
既
に
消
滅
し
て
い

　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
参
事
院
の
司
法
部
か
ら
二
重
抵
当
の
公
証
に
関
し
て
下
問
を
受
け
、
こ
れ
に
回
答
し
た
「
書
入
質
欺
隠
―
―
負
債
及
詐
欺
取
財
」（
























































）（
明
治
十
五
年
五
月
二
十
日
）（
参
事
院
書
記
生
高
田
重
義
訳
）
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
ス
テ
リ
オ
ナ
に
つ
い
て
詳
説
し
、
こ
れ
を
日
本
「
刑
法
」
の
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
構
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
同
回
答
の
関
連
の
箇
所
を
左
に
掲
げ
る
。
「
歐
羅
巴
ニ
於
テ
ハ
書
入
質
ノ
權
ハ
、
書
入
質
管
理
者（

























）
ト
云
フ
特
別
官
吏
ノ
保
管
ス
ル
公
ケ
ノ
コ
ン
セ
ル
バ
ト
ウ
ル
、デ
、イ
ボ
テ
ー
ク
帳
簿
ニ
登
記
ス
ル
公
ケ
ノ
手
續
ヲ
履
行
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
第
三
ノ
人
（


）（
他
ノ
債
主
、
土
地
ノ
買
主
）
ニ
取
テ
効
ナ
シ
ト
ス
、
故
ニ
チ
ェ
ー
ル
既
ニ
自
己
ノ
財
産
ヲ
抵
当
物
ト
為
シ
タ
ル
後
、
尚
ホ
又
之
ヲ
以
テ
負
債
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
者
ア
ル
モ
、
決
シ
テ
其
債
主
（
第
二
ノ
）
ヲ
詐
欺
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
若
シ
第
一
ノ
書
入
質
ノ
權
ニ
シ
テ
公
ケ
ノ
帳
簿
ニ
登
記
シ
ア
レ
ハ
、
第
二
ノ
債
主
ハ
其
旨
ヲ
通
知
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
テ
或
ハ
貸
渡
サ
ヽ
ル
歟
、
或
ハ
該
不
動
産
ノ
尚
ホ
貸
渡
ス
可
キ
見
込
ア
ル
丈
ケ
ノ
金
額
ヲ
貸
渡
セ
ハ
ナ
リ
、
若
シ
又
公
ケ
ノ
（　
）
４０が
、
　
　
（　
）
４１






）
（　
）
４２た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
八
四
（　
　
　
）
九
○
帳
簿
ニ
登
記
ナ
ケ
レ
ハ
、
第
二
ノ
債
主
ハ
第
一
ニ
帳
簿
ニ
登
記
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
テ
毫
モ
損
害
ヲ
被
ル
コ
ト
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ
法
律
上
ニ
於
テ
ハ
已
ニ
抵
当
物
ト
ナ
シ
タ
ル
財
産
ヲ
無
債
（





）
ノ
モ
ノ
ト
述
ベ
又
ハ
其
財
産
ヲ
抵
當
ト
為
シ
タ
ル
高
ヲ
實
ヨ
リ
少
ナ
ク
述
ル
者
ハ
リ
ー
ブ
ル
「
ス
テ
リ
ヲ
ナ
ー
」

ト
云
フ
民
事
上
ノ
罪
犯
（









）
ナ
リ
ト
看
做
セ
リ
、
尤
モ
法
律
ノ
精
神
ニ
於
テ
ハ
若
シ
負
債
主
ガ
不
實
ノ
陳
述
ヲ
為
シ
、
之
ヲ
信
セ
シ
メ
タ
ル
ヨ
リ
債
主
ハ
書
入
質
ノ
帳
簿
ヲ
調
査
セ
サ
リ
シ
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
為
タ
ル
ハ
即
チ
第
二
ノ
債
主
ヲ
詐
欺
シ
タ
ル
ナ
リ
又
「
ス
テ
リ
ヲ
ナ
ー
」
ノ
場
合
尚
ホ
一
ア
リ
、
何
ゾ
ヤ
即
チ
書
入
質
ノ
權
、
帳
簿
ニ
登
記
ナ
ク
シ
テ
（












）、
第
三
ノ
人
ニ
對
シ
テ
効
ア
ル
場
合
是
レ
ナ
リ
（
婦
、
幼
者
、
治
産
ノ
禁
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
法
律
上
ニ
テ
得
ル
所
ノ
書
入
質
ノ
權
（







 









））、
但
シ
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
夫
タ
ル
者
及
ヒ
後
見
人
ニ
於
テ
第
三
ノ
人
ノ
損
害
ヲ
豫
メ
防
遏
ス
ル
カ
為
メ
書
入
質
ノ
權
ヲ
帳
簿
ニ
登
記
セ
サ
ル
可
ラ
ス
、
若
シ
法
律
上
ニ
テ
得
ル
所
ノ
書
入
質
ノ
權
ア
ル
コ
ト
ヲ
陳
述
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
直
チ
ニ
借
入
レ
ル
ト
キ
ハ
、「
ス
テ
リ
ヲ
ナ
ー
」
ノ
犯
罪
ア
リ
ト
ス
、
第
一
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
事
實
相
違
ヲ
申
述
ヘ
タ
ル
ナ
リ
（
佛
朗
西
民
法
第
二
千
〇
五
十
九
條
）、
第
二
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
陳
述
ヲ
怠
リ
タ
ル
ナ
リ
（
仝
上
第
二
千
百
三
十
六
條
）、「
ス
テ
リ
ヲ
ナ
ー
」
ノ
刑
ハ
固
ト
尋
常
ノ
禁
錮
ナ
リ
シ
ガ
、
現
今
ニ
至
テ
ハ
廃
止
ニ
属
ス
、
抑
モ
日
本
刑
法
ノ
旨
趣
ニ
於
テ
ハ
斯
ク
ノ
如
キ
詭
詐
ノ
所
為
（






）
ハ
、
最
ト
モ
嚴
格
ニ
罰
セ
ン
ト
欲
セ
リ
、
故
ニ
之
ヲ
詐
欺
取
財
（







）
ト
看
做
シ
タ

（
後
略
）
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
抵
当
権
は
、
登
記
官
が
管
理
す
る
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
示
さ
れ
な
い
と
、
第
三
者
に
対
し
て
効
力
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
は
、
自
己
の
財
産
に
抵
当
権
を
既
に
設
定
し
た
後
に
、
さ
ら
に
借
金
し
よ
う
と
し
て
も
、
一
番
抵
当
権
が
登
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
番
債
権
者
を
詐
欺
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
一
番
抵
当
権
が
登
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
佛
朗
西
民
法
第
二
千
五
十
九
條
ニ
詳
ナ
リ
（　
）
４３リ
」
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
八
五
（　
　
　
）
九
一
二
番
債
権
者
は
、
一
番
抵
当
権
を
知
り
、
金
を
貸
さ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
不
動
産
が
担
保
し
う
る
だ
け
の
金
額
を
貸
す
で
あ
ろ
う
。
も
し
一
番
抵
当
権
が
登
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
二
番
債
権
者
は
、
一
番
抵
当
権
を
登
記
し
う
る
の
で
、
全
然
損
害
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
二
〇
五
九
条
は
、
抵
当
財
産
を
、
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
呈
示
す
る
者
、
ま
た
は
、
抵
当
財
産
が
実
際
に
負
担
す
る
よ
り
も
少
な
い
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
申
述
す
る
者
を
、
ス
テ
リ
オ
ナ
を
な
し
た
民
事
犯
罪
人
と
し
た
。
法
律
の
精
神
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
が
虚
偽
の
申
述
を
し
た
た
め
に
、
そ
れ
を
信
用
し
て
抵
当
権
登
記
簿
の
閲
覧
に
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
二
番
債
権
者
は
、
債
務
者
に
よ
っ
て
欺
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
番
抵
当
権
を
欺
隠
し
て
二
番
抵
当
権
を
設
定
し
た
二
重
抵
当
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
債
務
者
は
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
申
述
し
た
の
で
あ
る
。
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
二
一
三
六
条
は
、
法
定
抵
当
権
（







 









）
に
お
け
る
ス
テ
リ
オ
ナ
を
定
め
た
。
妻
、
未
成
年
者
、
禁
治
産
者
が
夫
、
後
見
人
の
財
産
に
つ
い
て
有
す
る
法
定
抵
当
権
は
、
第
三
者
に
対
し
て
効
力
を
持
つ
た
め
に
は
、
夫
、
後
見
人
に
よ
っ
て
登
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夫
、
後
見
人
は
、
該
財
産
が
法
定
抵
当
権
を
負
担
す
る
こ
と
を
申
述
せ
ず
に
沈
黙
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
ス
テ
リ
オ
ナ
を
な
し
た
と
さ
れ
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
日
本
で
は
登
記
制
度
が
未
整
備
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
二
〇
五
九
条
の
ス
テ
リ
オ
ナ
に
類
似
す
る
不
正
行
為
を
処
罰
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
日
本
「
刑
法
」
の
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
ス
テ
リ
オ
ナ
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
一
八
六
七
年
法
で
既
に
消
滅
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
所
有
権
の
所
在
、
抵
当
権
の
状
況
を
第
三
者
が
知
る
手
段
を
持
た
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
ス
テ
リ
オ
ナ
を
詐
欺
行
為
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
抵
当
権
の
登
記
を
定
め
、
ス
テ
リ
オ
ナ
の
危
険
を
減
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
テ
リ
オ
ナ
を
特
別
民
事
犯
罪
と
し
て
維
持
し
た
。
一
八
五
五
年
の
「
謄
記
法
」
は
、
不
動
産
所
有
権
移
転
の
謄
記
を
定
め
、
ス
テ
リ
オ
ナ
の
危
険
を
さ
ら
に
緩
和
し
た
。
一
八
六
七
年
の
「
身
体
拘
束
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
民
事
上
の
身
体
拘
束
の
廃
止
は
、
民
事
犯
罪
と
し
て
の
ス
テ
リ
オ
ナ
を
存
在
さ
せ
る
利
益
を
失
わ
し
め
＜
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説＞
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法
学　
二
八
巻　
二
号
六
八
六
（　
　
　
）
九
二
た
の
で
あ

　
ま
た
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
改
正
草
案
（
明
治
十
九
年
）
を
起
草
し
、
そ
こ
に
「
刑
法
」
第
三
九
三
条
と
同
旨
の
行
為
を
な
し
た
者
を
詐
欺
取
財
罪
の
刑
に
処
す
第
四
三
四
条
第
三

設
け
、
左
の
註
釈
を
し
て
い
る
。
「
本
法
ニ
詐
欺
取
財
ノ
第
三
ノ
塲
合
ト
シ
テ
豫
定
シ
タ
ル
詐
欺
ハ
佛
法
ヲ
以
テ
罰
ス
ル
コ
ト
或
ハ
難
カ
ラ
ン
、
佛
法
ニ
ハ
此
詐
欺
ヲ
「
ス
テ
リ
オ
ナ
ー
」
即
チ
假
冐
售
賣
（
一
ニ
重
典
賣
ト
譯
ス
）
ト
稱
シ
テ
專
ハ
ラ
羅
馬
法
ヨ
リ
由
來
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
佛
法
ニ
ハ
「
ス
テ
リ
オ
ナ
ー
」
ヲ
以
テ
民
事
上
ノ
犯
罪
ト
看
做
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
、
故
ニ
唯
損
害
ノ
賠
償
ヲ
犯
者
ニ
命
ス
ル
ノ
ミ
（
佛
國
民
法
第
二
千
五
十
九
條
第
二
千
六
十
六
條
及
ヒ
第
二
千
百
三
十
六
條
參
觀
）
〔
附
言
〕　
假
冐
售
賣
者
ニ
對
ス
ル
嚴
格
處
分
ハ
、
獨
リ
損
害
賠
償
ノ
擔
保
ト
シ
テ
之
レ
ニ
民
事
上
ノ
拘
留
ヲ
宣
告
セ
シ
ナ
リ
（
佛
國
民
法
同
上
參
觀
）、
然
レ
ト
モ
千
八
百
六
十
七
年
七
月
二
十
二
日
ノ
法
律
ヲ
以
テ
一
般
ニ
民
事
ノ
拘
留
ヲ
廢
止
シ
タ
ル
ニ
因
リ
隨
テ
右
ノ
處
分
モ
消
滅
セ
リ
然
レ
ト
モ
尚
ホ
佛
法
ニ
就
テ
論
セ
ン
ニ
、
讓
渡
者
ノ
權
利
生
存
上
ノ
詐
僞
、
唯
眞
實
ニ
背
反
ス
ル
變
更
ニ
止
マ
ラ
ス
シ
テ
假
想
ノ
權
利
ア
リ
ト
信
セ
シ
ム
ル
爲
メ
ノ
奸
策
又
ハ
欺
計
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
吾
人
ハ
此
詐
欺
ヲ
以
テ
同
﹇
フ
ラ
ン
ス
﹈
刑
法
第
四
百
五
條
ニ
於
テ
罰
ス
ル
詐
欺
取
財
ノ
罪
ア
リ
ト
ス
ル
ニ
易
ク
否
其
罪
ア
リ
ト
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
以
上
述
ヘ
タ
ル
カ
如
ク
、
本
﹇
日
本
刑
法
改
正
草
案
第
四
三
四
﹈
條
第
三
ノ
塲
合
ハ
佛
法
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
罰
ス
ル
ニ
難
カ
ル
ヘ
キ
モ
、
我
草
案
ニ
於
テ
之
レ
ヲ
罰
ス
ル
ハ
難
カ
ラ
サ
ル
ナ

　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
ス
テ
リ
オ
ナ
は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
刑
法
に
お
い
て
、
こ
れ
を
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。
譲
渡
さ
れ
た
権
利
、
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
に
つ
い
て
の
詐
欺
が
、
た
ん
に
虚
偽
的
歪
曲
か
ら
成
る
の
み
な
ら
ず
、
（　
）
４４る
。
（　
）
４５項
を
（　
）
４６リ
」
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
八
七
（　
　
　
）
九
三
該
諸
権
利
を
信
用
せ
し
む
る
た
め
の
偽
計
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
四
〇
五
条
の
詐
欺
取
財
罪
に
当
て
は
ま
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
日
本
刑
法
改
正
草
案
に
第
四
三
四
条
第
三
項
を
お
く
こ
と
に
困
難
は
な
い
と
し
て
い
る
。
（
三
）　
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
の
二
重
抵
当
罪
規
定
　
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
に
お
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
鶴
田
ら
と
協
議
し
て
纏
め
た
日
本
刑
法
草
案
が
、
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
、
太
政
官
に
上
申
さ
れ
た
。
同
刑
法
草
案
第
四
編
「
財
産
ニ
對
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
第
二
章
「
倒
産
詐
偽
取
財
背
信
ノ
罪
」
中
の
詐
欺
取
財
と
二
重
抵
当
に
関
す
る
規
定
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
第
四
百
七
十
四
條　
姓
名
又
ハ
身
分
ヲ
詐
稱
シ
テ
人
ヲ
欺
罔
シ
又
ハ
無
実
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
若
ク
ハ
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
為
メ
ニ
偽
計
ヲ
用
ヒ
テ
金
額
物
品
又
ハ
義
務
ノ
證
書
若
ク
ハ
義
務
ヲ
釈
放
ス
ル
ノ
證
書
及
ヒ
収
納
ノ
證
書
ヲ
付
與
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ノ
罪
ト
為
シ
二
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
錮
四
円
以
上
四
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
處
ス
但
官
私
ノ
文
書
ヲ
偽
造
シ
タ
ル
者
ハ
偽
造
ノ
例
ニ
比
照
シ
重
ニ
従
テ
處
断

「
第
四
百
七
十
七
條　
故
意
ヲ
以
テ
自
己
ニ
属
セ
サ
ル
動
産
不
動
産
ヲ
販
賣
シ
又
ハ
要
償
ノ
契
約
ヲ
以
テ
他
人
ニ
付
與
シ
又
ハ
其
不
動
産
ヲ
抵
當
ト
ナ
シ
若
ク
ハ
動
産
ヲ
典
物
ト
為
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
自
己
所
有
ノ
不
動
産
ヲ
已
ニ
抵
當
ト
為
シ
タ
ル
ヲ
欺
隠
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
テ
抵
當
ト
為
シ
タ
ル
者
モ
亦
同

　
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
は
、
本
上
申
刑
法
草
案
の
詐
欺
取
財
罪
規
定
（
第
四
七
四
条
）
の
審
議
を
行
い
、
こ
れ
を
修
正
し
た
。
　
鶴
田
は
、「
姓
名
又
ハ
身
分
ヲ
詐
称
シ
テ
」、「
無
実
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
若
ク
ハ
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
」
を
削
除
し
て
、「
欺
罔
」
に
「
総
テ
含
蓄
ス
ヘ
キ
」
と
提
案
し

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
佛
文
ニ
テ
ハ
「
欺
罔
ノ
字
」
而
已
ニ
テ
ハ
詐
偽
取
財
ノ
方
法
ヲ
十
分
ニ
尽
ス
（　
）
４７ス
」
（　
）
４８シ
」
（　
）
４９た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
八
八
（　
　
　
）
九
四
ヲ
得
ス
、
故
ニ
其
方
法
ノ
一
部
分
ナ
ル
「
姓
名
又
ハ
身
分
ヲ
詐
称
シ
」
ノ
語
ヲ
記
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
と
反
論
し

さ
ら
に
、
鶴
田
は
、「
姓
名
身
分
ヲ
詐
称
ス
ル
等
詐
偽
取
財
ノ
方
法
ヲ
細
カ
ニ
記
ス
ル
ハ
不
都
合
ナ
リ
、
仍
テ
成
丈
ケ
之
ヲ
簡
易
ニ
記
セ
ン
コ
ト
ヲ
要

と
食
い
下
が
っ
た
の
で
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
姓
名
又
ハ
身
分
ヲ
詐
称
シ
」
の
削
除
を
認
め
た
が
、
し
か
し
、「
無
実
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
云
々
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
削
除
を
拒
否
し

　
鶴
田
は
、
詐
欺
方
法
の
「
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
」
を
恐
喝
取
財
罪
と
し
て
論
じ
う
る
か
、
と
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
質
問
し
た
。
鶴
田
に
よ
れ
ば
、「
支
那
律
及
日
本
従
前
ノ
刑
法
ニ
ハ
恐
喝
取
財
ノ
罪
ア
リ
、
之
レ
ハ
即
此
「
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
為
メ
云
々
」
ノ
罪
ト
シ
テ
論
シ
テ
不
可
ナ
カ
ル
ヘ
シ
如
何
」
と
い

「
清
律
」
巻
十
八
「
賊
盜
」
の
「
恐
嚇
取
財
」
は
、「
凡
恐
嚇
取
人
財
者
、
計

、
準
竊
盗
論
、
加
一

（
凡
そ
恐
嚇
し
て
人
の
財
を
取
る
者
は

に
計
え
、
竊
盗
に
準
じ
て
論
じ
、
一
等
を
加
う
）（
後
略
）、「
新
律
綱
領
」
巻
三
「
賊
盜
律
」
の
「
恐
喝
取
財
」
は
、「
凡
恐
喝
シ
テ
。
人
ノ
財
物
ヲ
取
ル
者
ハ
。

ニ
計
ヘ
。
竊 
盜
ニ
準
シ
テ
論
シ
。
一
等
ヲ
加
フ
。
罪
。
流
三
等
ニ
オ
ド
ス
止

（
後
略
）
と
定
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
鶴
田
に
「
恐
喝
取
財
ハ
此
「
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
云
々
」
ノ
内
ニ
含
蓄
ス
ル
者
ト
見
做
サ
ヽ
ル
ヲ
得
ス
、
元
来
日
本
語
ノ
恐
喝
ト
脅
迫
ト
ハ
其
字
義
ニ
如
何
ナ
ル
區
別
ア
リ
ヤ
」
と
反
問
し

鶴
田
は
、「
恐
喝
」
と
は
「
人
ノ
恐
怖
ス
ヘ
キ
虚
喝
ヲ
云
ヒ
、
自
ラ
金
ヲ
出
ス
様
ニ
仕
向
ケ
竟
ニ
其
金
ヲ
取
ル
ノ
類
ニ
テ
、
畢
竟
人
ニ
對
シ
間
接
ニ
金
ヲ
出
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
者
ニ
係
ル
」
の
に
対
し
て
、「
脅
迫
」
と
は
「
人
ニ
對
シ
直
接
ニ
金
ヲ
出
ス
ヘ
シ
ト
云
者
ニ
係
ル
」
も
の
で
あ
り
、「
恐
喝
ハ
脅
迫
ヨ
リ
少
シ
ク
軽
キ
情
状
ア
ル
者
ト
ス
」
と
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
返
答
し

こ
れ
を
聞
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
脅
迫
取
財
ハ
即
強
盗
ナ
リ
、
然
シ
佛
語
ニ
ハ
脅
迫
ヨ
リ
軽
キ
情
状
ノ
恐
喝
ト
云
フ
ヘ
キ
意
味
ヲ
示
ス
ヘ
キ
好
原
語
ナ
シ
、
故
ニ
已
ム
ヲ
得
ス
「
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
為
メ
云
々
」
ト
記
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」、
こ
の
「
数
語
ヲ
省
ク
ヲ
得
ス
」
と
判
断
し

鶴
田
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
説
に
従
い
、「
恐
喝
取
財
ハ
此
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
ム
ル
為
（　
）
５０た
。
（　
）
５１ス
」
（　
）
５２た
。
（　
）
５３う
。
（　
）
５４等
」
（　
）
５５ル
。」
（　
）
５６た
。
（　
）
５７た
。
（　
）
５８た
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
八
九
（　
　
　
）
九
五
メ
云
々
」
ニ
含
蓄
ス
ル
者
ト
見
做
ス
ヘ
シ
」
と
述
べ

　
つ
い
で
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
詐
欺
取
財
罪
の
刑
を
取
上
げ
、「
重
禁
錮
ノ
刑
期
﹇
二
月
以
上
四
年
以
下
﹈
及
罰
金
ノ
科
数
﹇
四
円
以
上
四
百
円
以
下
﹈
ハ
異
議
ナ
キ
ヤ
」
と
鶴
田
に
念
を
押
し

鶴
田
は
、
窃
盗
罪
の
刑
と
の
均
衡
を
取
り
上
げ
た
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
最
初
の
刑
法
草
案
で
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
四
〇
一
条
に
な
ら
っ
て
窃
盗
罪
の
刑
を
「
一
月
ヨ
リ
五
年
ニ
至
ル
重
禁
錮
」
と
し
た
。
し
か
し
、
鶴
田
は
、
窃
盗
罪
の
「
刑
名
ニ
テ
重
禁
錮
ノ
長
期
ヲ
五
年
迄
ト
為
ス
ハ
過
酷
ニ
失
セ
ン
ト

「
重
禁
錮
ノ
長
期
ハ
余
程
減
セ
ン
事
ヲ
要
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
若
シ
之
レ
ヲ
五
年
ト
為
ス
時
ハ
、
後
条
ノ
重
情
状
ヲ
加
等
ス
ル
場
合
ニ
至
リ
、
刑
名
ノ
割
合
方
ニ
付
、
太
タ
面
倒
ヲ
生
ス
ル
恐
レ
ア
レ
ハ
ナ

と
批
判
し
た
の
で
、
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
は
、
窃
盗
罪
の
刑
を
「
二
月
以
上
二
年
以
下
ノ
重
禁
錮
」
に
修
正
し
た
（
第
四
四
七

鶴
田
は
、
詐
欺
取
財
罪
の
「
重
禁
錮
ノ
長
期
﹇
四
年
﹈
ハ
窃
盗
ノ
刑
﹇
二
月
以
上
二
年
以
下
﹈
ヨ
リ
重
ク
少
シ
不
権
衡
ナ
リ
、
故
ニ
之
ヲ
減
セ
ン
ト
ス
、
尤
詐
偽
取
財
ノ
内
ニ
ハ
或
ハ
窃
盗
ヨ
リ
情
状
ノ
重
キ
者
モ
ア
ル
ヘ
キ
ニ
付
、
一
概
ニ
窃
盗
ヨ
リ
軽
ク
為
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
ニ
ア
ラ
ス
」、「
罰
金
モ
多
数
ヲ
減
シ
四
十
円
位
ニ
為
サ
ン
ト
ス
」
と
答
え

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
二
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
錮
四
円
以
上
四
十
円
以
下
ノ
罰
金
ト
為
ス
ヘ
シ
」
と
罰
金
の
軽
減
を
提
案
し
、
詐
欺
取
財
罪
の
「
重
禁
錮
ノ
長
期
ヲ
四
年
ト
為
ス
時
ハ
、
攀
援
破
壊
ノ
窃
盗
﹇
三
月
以
上
三
年
以
下
﹈
ヨ
リ
重
ク
不
権
衡
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
指
摘
し

鶴
田
は
、「
然
リ
」
と
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
説
に
賛
成
し

（
四
）　
明
治
十
年
十
一
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
の
二
重
抵
当
罪
規
定
　
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
は
、
同
省
刑
法
編
纂
会
議
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
に
審
議
が
続
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
暫
定
刑
法
草
案
が
、
翌
十
年
六
月
中
に
脱
稿
し
た
。
同
草
案
第
三
編
「
人
民
ニ
對
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
第
二
章
「
財
産
ニ
對
ス
ル
罪
」
第
（　
）
５９た
。
（　
）
６０た
。
（　
）
６１ス
」、
（　
）
６２リ
」
（　
）
６３条
）。
（　
）
６４た
。
（　
）
６５た
。
（　
）
６６た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
九
○
（　
　
　
）
九
六
四
節
「
詐
欺
取
財
ノ
罪
」
中
の
詐
欺
取
財
と
二
重
抵
当
に
関
す
る
規
定
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
第
四
百
三
十
八
條　
人
ヲ
欺
罔
シ
テ
無
実
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
又
ハ
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
メ
其
他
偽
計
ヲ
用
ヒ
テ
金
額
物
品
若
ク
ハ
義
務
ノ
證
書
義
務
釋
放
ノ
証
書
及
ヒ
収
納
ノ
証
書
ヲ
付
與
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
詐
偽
取
財
ノ
罪
ト
為
シ
二
月
以
上
三
年
以
下
ノ
重
禁
錮
四
円
以
上
四
十
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
處
ス
但
官
私
ノ
文
書
ヲ
偽
造
シ
タ
ル
者
ハ
偽
造
ノ
各
本
條
ニ
比
照
シ
重
ニ
従
テ
處
断

「
第
四
百
四
十
一
條　
故
意
ヲ
以
テ
自
己
ニ
属
セ
サ
ル
動
産
不
動
産
ヲ
賣
却
シ
又
ハ
要
償
ノ
契
約
ヲ
以
テ
他
人
ニ
付
與
シ
若
ク
ハ
其
不
動
産
ヲ
抵
當
ト
為
シ
及
ヒ
動
産
ヲ
典
物
ト
為
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
自
己
所
有
ノ
不
動
産
已
ニ
抵
當
ト
為
シ
タ
ル
ヲ
欺
隠
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
ネ
テ
抵
當
ト
為
シ
タ
ル
者
亦
同

　
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
で
の
両
規
定
の
審
議
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
（
イ
）　
詐
欺
取
財
（
第
四
三
八
条
）。
明
治
十
年
六
月
暫
定
刑
法
草
案
の
詐
欺
取
財
罪
の
刑
に
つ
い
て
は
、
鶴
田
の
前
意
見
を
入
れ
て
、
重
禁
錮
の
上
限
四
年
が
三
年
と
さ
れ
、
罰
金
の
上
限
四
百
円
が
四
十
円
に
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
詐
欺
取
財
罪
規
定
の
審
議
で
は
、
詐
欺
取
財
罪
と
窃
盗
罪
と
の
刑
の
均
衡
が
論
議
さ
れ
た
。
本
暫
定
刑
法
草
案
の
窃
盗
罪
の
刑
は
、
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
を
引
き
継
い
で
、
二
月
以
上
二
年
以
下
の
重
禁
錮
と
し
た
（
第
四
一
四

　
鶴
田
は
、「
詐
偽
取
財
ノ
刑
」（
二
月
以
上
三
年
以
下
）
を
「
窃
盗
﹇
二
月
以
上
二
年
以
下
﹈
ヨ
リ
重
ク
為
ス
ハ
少
シ
ク
不
権
衡
ナ
リ
」
と
批
判
し
た
。「
何
ト
ナ
レ
ハ
窃
盗
ノ
全
ク
事
主
不
承
諾
ナ
ル
物
品
ヲ
窃
取
ス
ル
」
の
に
対
し
て
、
詐
欺
取
財
は
「
幾
部
分
カ
事
主
ノ
承
諾
ヲ
受
テ
騙
取
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
す

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
鶴
田
に
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
詐
欺
取
財
は
「
通
常
ノ
窃
盗
ヨ
リ
重
ク
即
水
火
震
災
ノ
変
ニ
乗
シ
タ
ル
窃
盗
ト
同
権
衡
ナ
リ
」、「
窃
盗
ハ
幾
部
分
カ
事
主
ニ
於
テ
懈
怠
ノ
落
度
ア
レ
ト
モ
、
詐
欺
取
財
ハ
欺
ク
（　
）
６７ス
」
（　
）
６８シ
」
（　
）
６９条
）。
（　
）
７０る
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
九
一
（　
　
　
）
九
七
ニ
道
ヲ
以
テ
ス
ル
者
ニ
付
、
事
主
ニ
於
テ
落
度
ナ
シ
、
故
ニ
之
レ
ヲ
少
シ
重
ク
為
ス
モ
決
シ
テ
不
権
衡
ニ
ア
ラ

し
か
も
、「
佛
國
刑
法
ニ
テ
ハ
詐
偽
取
財
ヲ
窃
盗
ヨ
リ
重
ク
罰
ス

と
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
同
旨
の
説
明
を
、
窃
盗
罪
と
詐
欺
取
財
罪
の
刑
の
軽
重
に
つ
い
て
の
鶴
田
と
の
協
議
で
既
に
な
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
再
説
し
た
の
で
あ
る
。
　
鶴
田
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
先
の
協
議
で
述
べ
た
の
と
同
旨
の
反
論
を
繰
り
返
し
た
。「
詐
偽
取
財
ハ
其
被
害
者
ニ
テ
幾
部
分
カ
ノ
承
諾
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ニ
付
、
窃
盗
ヨ
リ
ハ
軽
ク
論
ス
ヘ
キ
者
ナ
リ
」、「
詐
偽
取
財
ト
雖
モ
全
ク
事
主
ニ
不
注
意
ノ
落
度
ナ
シ
ト
ハ
言
ヒ
難
シ
、
何
ト
ナ
レ
ハ
通
常
思
慮
ア
ル
者
ナ
レ
ハ
、
其
詐
偽
ニ
瞞
着
セ
ラ
レ
サ
ル
様
ニ
注
意
ス
レ
ハ
、
其
害
ヲ
受
ク
ル
事
ナ
キ
筈
ナ
レ
ハ
ナ

詐
欺
取
財
罪
を
窃
盗
罪
よ
り
も
重
く
罰
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
の
が
鶴
田
の
持
論
で
あ
っ
た
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
詐
偽
欺
取
財
ハ
窃
盗
ト
同
権
衡
ノ
刑
ニ
改
正
ス
ヘ

と
し
て
、
鶴
田
の
意
見
を
受
け
入
れ
た
。
（
ロ
）　
他
人
の
財
産
の
売
却
・
質
入
・
抵
当
、
自
己
不
動
産
の
二
重
抵
当
（
第
四
四
一
条
）。
本
条
は
、
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
司
法
省
上
申
刑
法
草
案
第
四
七
七
条
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
鶴
田
は
、
他
人
の
財
産
の
売
却
・
質
入
・
抵
当
に
関
す
る
第
四
四
一
条
第
一
項
が
「
煩
文
」
で
あ
り
「
簡
短
」
に
記
す
べ
し
と
要
求
し

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
先
に
「
要
償
ノ
契
約
」
の
文
言
を
「
恩
恵
ノ
契
約
ノ
外
ハ
賣
買
貸
借
交
換
ノ
契
約
等
ハ
総
テ
之
ヲ
要
償
ノ
契
約
」
と
説
明
し
て
い

鶴
田
は
、「
此
﹇
第
四
四
一
﹈
条
﹇
第
一
項
﹈
ノ
罪
ハ
日
本
ニ
テ
所
謂
冐
認
ノ
罪
ナ
リ
」
と
解
釈
し
、「
他
人
ノ
動
産
不
動
産
ヲ
冐
認
シ
人
ヲ
騙
瞞
シ
テ
販
賣
交
換
シ
又
ハ
抵
当
典
物
ト
為
シ
タ
ル
者
云
々
」
と
の
修
正
案
を
提
示
し

「
新
律
綱
領
」
巻
三
「
賊
盜
律
」
の
「
詐
欺
取
財
」
に
「
若
シ
人
ノ
財
物
ヲ
。
冒
認
シ
テ
。
己
ノ
物
ト
爲

と
の
文
言
が
あ
り
、
カ
ス
メ
ト
リ
近
藤
圭
造
は
、
こ
の
冒
認
を
「
元
ヨ
リ
我
ガ
物
ナ
リ
ト
云
フ
テ
取
ル
」
と
註
釈
し
て
い

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
畢
竟
他
人
ノ
物
品
ヲ
自
己
ノ
所
有
ト
シ
テ
販
賣
交
換
等
ヲ
為
シ
利
ヲ
得
タ
ル
者
ヲ
云
フ
故
ニ
日
本
文
ニ
ハ
貴
説
ノ
如
ク
記
ス
ヘ

と
鶴
田
に
賛
意
を
表
し
た
が
、
し
か
し
、「
不
動
産
ヲ
抵
当
ト
為
シ
及
ヒ
動
産
ヲ
典
物
ト
為
シ
タ
ル
」
と
「
二
様
ニ
書
分
ケ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
不
動
産
ハ
抵
当
ト
為
ス
ナ
（　
）
７１ス
」、
（　
）
７２ル
」
（　
）
７３リ
」。
（　
）
７４シ
」
（　
）
７５た
。
（　
）
７６た
。
（　
）
７７た
。
（　
）
７８シ
。」
（　
）
７９る
。
（　
）
８０シ
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
九
二
（　
　
　
）
九
八
レ
ト
モ
、
動
産
ハ
抵
当
ト
為
ス
ヲ
得
サ
ル
區
別
ア
レ
ハ
ナ

と
注
意
を
喚
起
し
た
。
抵
当
権
の
目
的
物
は
、
不
動
産
に
限
定
さ
れ
る
と
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
民

従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
動
産
は
「
典
物
」（
質
入
）
の
目
的
物
に
な
り
え
た
。
鶴
田
は
、「
日
本
ニ
テ
ハ
動
産
ト
雖
モ
、
或
ハ
之
ヲ
抵
当
ト
為
ス
コ
ト
ナ
キ
ニ
ア
ラ

と
、
日
本
で
は
動
産
に
も
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
現

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
語
っ
た
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
日
本
で
も
「
後
来
ハ
動
産
ヲ
抵
当
ト
為
ス
法
ハ
廃
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
」
と
勧
告
し

動
産
抵
当
は
、
債
務
者
が
動
産
の
占
有
を
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、
弊
害
が
目
立
っ
て
お
り
、
そ
の
廃
止
の
試
み
は
な
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
十
年
十
一
月
二
十
八
日
、
神
戸
裁
判
所
（
所
長
松
岡
康
毅
）
は
、
動
産
抵
当
の
廃
棄
を
司
法
省
に
再
建
議
し

司
法
省
は
、
同
年
十
二
月
十
五
日
、
動
産
抵
当
の
弊
害
を
認
識
し
て
い
た
が
、
回
答
を
留
保
し
て
、「
動
産
書
入
ハ
多
少
ノ
弊
害
モ
有
之
ニ
付
、
目
今
詮
議
中
ニ
有
之
候
條
、
爲
參
考
留
置
候
事
、
但
民
事
訴
訟
ト
雖
ト
モ
、
狡
黠
詐
偽
ノ
所
爲
ア
ル
ヲ
見
ハ
精
々
吟
味
ヲ
遂
ケ
刑
事
相
當
ノ
處
分
ニ
及
フ
ヘ
シ
」
と
神
戸
裁
判
所
へ
指
令
す
る
に
と
ど
め

　
鶴
田
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
「
不
動
産
ヲ
抵
当
ト
為
シ
及
ヒ
動
産
ヲ
典
物
ト
為
シ
タ
ル
」
と
刑
法
草
案
に
明
記
す
べ
し
と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、「
抵
当
ノ
字
ハ
前
文
ノ
不
動
産
ニ
係
リ
、
典
物
ノ
字
ハ
同
シ
ク
動
産
ニ
係
ル
者
ト
シ
テ
之
レ
ヲ
解
シ
得
ヘ
キ
筈
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
答
え

鶴
田
修
正
案
が
、
如
何
に
簡
略
を
旨
と
す
る
に
せ
よ
、
か
よ
う
に
読
ま
れ
る
た
め
に
は
、
相
当
の
法
律
学
の
素
養
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
鶴
田
は
、
刑
法
草
案
第
四
四
一
条
第
二
項
に
つ
い
て
、
二
重
抵
当
の
罪
を
論
じ
な
い
特
例
を
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
他
人
ヲ
害
ス
ル
ニ
意
ニ
ア
ラ
ス
一
時
ノ
融
通
ノ
為
メ
ニ
二
重
典
物
ト
為
シ
タ
ル
ノ
類
ハ
、
其
已
ニ
抵
当
ト
シ
タ
ル
物
品
ヲ
他
人
ヘ
賣
リ
代
價
ヲ
得
タ
ル
者
ト
ハ
大
ニ
異
ル
所
ア
リ
、
然
ル
ニ
之
レ
ヲ
一
様
ニ
詐
偽
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
ル
ハ
少
シ
ク
過
酷
ナ
ラ
ン
、
一
体
此
自
己
ノ
所
有
物
ヲ
二
重
ニ
抵
当
ト
為
ス
ハ
、
詐
偽
取
財
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
背
信
ノ
罪
ノ
性
質
ニ
属
ス
ヘ
キ
者
ナ
ラ
ン
」

一
時
の
融
通
の
た
め
の
二
重
抵
当
に
詐
欺
取
財
の
罪
を
論
ず
る
の
は
過
酷
で
あ
る
と
い
う
。
鶴
田
は
、
そ
の
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。
（　
）
８１リ
」
（　
）
８２法
に
（　
）
８３ス
」
（　
）
８４況
を
（　
）
８５た
。
（　
）
８６た
。
（　
）
８７た
。
（　
）
８８た
。
（　
）
８９と
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
九
三
（　
　
　
）
九
九
「
全
ク
債
主
ヲ
害
ス
ル
意
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
仮
令
一
時
ノ
融
通
ノ
為
メ
二
重
ニ
抵
当
ヲ
為
ス
ト
モ
、
現
ニ
之
ヲ
返
償
ス
ル
カ
又
ハ
返
償
ス
ヘ
キ
手
当
ヲ
為
シ
タ
ル
時
ハ
、
其
罪
ヲ
免
シ
テ
不
可
ナ
カ
ラ
ン
、
日
本
ノ
実
際
ニ
於
テ
ハ
往
々
ナ
ル
ヘ
キ
事
ナ
リ
、
故
ニ
若
シ
否
ラ
サ
レ
ハ
一
旦
二
重
ニ
抵
当
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
、
仮
令
之
ヲ
返
償
ス
ル
モ
、
矢
張
其
罪
ニ
処
セ
ラ
ル
ニ
付
、
寧
ロ
全
ク
之
ヲ
返
償
セ
サ
ル
ニ
如
カ
ス
ト
考
ヘ
、
却
テ
債
主
ヲ
害
ス
ル
ニ
至
ル
事
ア
ル
恐
レ
ア

　
二
重
抵
当
を
な
し
て
も
、
そ
れ
が
一
時
融
通
の
手
段
で
あ
り
、
債
務
者
が
直
ち
に
返
償
す
る
か
、
ま
た
は
返
償
を
用
意
し
て
い
る
と
き
は
、
詐
欺
取
財
の
罪
を
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
詐
欺
取
財
罪
と
な
す
な
ら
ば
、
債
務
者
は
、
返
償
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
返
償
を
な
さ
ず
債
権
者
に
損
害
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
佛
國
ニ
テ
モ
」、「
抵
当
ノ
金
額
ヲ
債
主
ヘ
返
償
ス
ル
カ
又
ハ
其
返
償
ス
ヘ
キ
手
当
ヲ
為
シ
タ
ル
事
ノ
証
拠
判
然
ナ
ル
時
ハ
、
其
罪
ト
ハ
為
サ
ヽ
ル
ナ

と
鶴
田
に
教
え
た
。
鶴
田
は
、「
然
ラ
ハ
其
抵
当
ノ
金
額
ヲ
返
償
シ
タ
ル
時
ハ
其
罪
ヲ
論
セ
ス
ノ
一
事
ヲ
此
第
二
項
ノ
末
ニ
附
記
セ
ン
ト
ス
」
と
応
じ
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
附
記
ス
ヘ
シ
」
と
指
示
し

　
明
治
十
年
十
一
月
二
十
八
日
、
司
法
省
刑
法
草
案
の
確
定
稿
が
太
政
官
に
上
申
さ
れ
た
。
刑
法
草
案
第
三
編
「
人
ノ
身
體
財
産
ニ
對
ス
ル
重
罪
輕
罪
」
第
二
章
「
財
産
ニ
對
ス
ル
罪
」
第
五
節
「
詐
欺
取
財
及
ヒ
背
信
ノ
罪
」
中
の
詐
欺
取
財
と
二
重
抵
当
に
関
す
る
規
定
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
第
四
百
三
十
四
條　
人
ヲ
欺
罔
シ
テ
無
實
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
又
ハ
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
メ
其
他
僞
計
ヲ
用
ヒ
テ
動
産
不
動
産
若
ク
ハ
義
務
ノ
證
書
義
務
釋
放
ノ
證
書
及
ヒ
收
納
ノ
證
書
ヲ
騙
取
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ノ
罪
ト
爲
シ
二
月
以
上
二
年
以
下
ノ
重
禁
錮
二
圓
以
上
二
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ニ
處
ス
若
シ
此
條
ノ
罪
ヲ
犯
ス
爲
メ
ニ
官
私
ノ
文
書
ヲ
僞
造
シ
タ
ル
者
ハ
僞
造
ノ
各
本
條
ニ
照
シ
重
キ
ニ
從
テ
處
斷

（　
）
９０リ
」。
（　
）
９１リ
」
（　
）
９２た
。
（　
）
９３ス
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
九
四
（　
　
　
）
一
○
○
「
第
四
百
三
十
七
條　
他
人
ノ
動
産
不
動
産
ヲ
冒
認
シ
人
ヲ
騙
瞞
シ
テ
販
賣
交
換
シ
タ
ル
者
又
ハ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
自
己
所
有
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
已
ニ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
子
テ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
但
判
決
ノ
前
ニ
於
テ
抵
當
ノ
金
額
ヲ
辨
償
シ
タ
ル
者
ハ
其
罪
ヲ
論
セ

　
詐
欺
取
財
罪
の
重
禁
錮
に
つ
い
て
、
明
治
十
年
六
月
暫
定
刑
法
草
案
の
上
限
三
年
を
二
年
に
下
げ
、
窃
盗
罪
と
同
刑
（
二
月
以
上
二
年
以
下
）
と
し
た
。
ま
た
、
罰
金
に
つ
い
て
、
同
草
案
の
四
円
以
上
四
十
円
以
下
を
二
円
以
上
二
十
円
以
下
に
半
減
し
た
。
第
四
三
七
条
に
但
書
が
、
鶴
田
の
提
案
を
入
れ
て
追
加
さ
れ
て
い
る
。
（
五
）　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
成
立
　
明
治
十
年
十
二
月
二
十
五
日
、
太
政
官
に
刑
法
草
案
審
査
局
が
設
置
さ
れ
、
総
裁
に
参
議
伊
藤
博
文
、
審
査
委
員
に
元
老
院
幹
事
陸
奥
宗
光
、
元
老
院
議
官
細
川
潤
次
郎
、
同
津
田
出
、
同
柳
原
前
光
、
太
政
官
大
書
記
官
井
上
毅
、
司
法
大
書
記
官
鶴
田
皓
、
太
政
官
少
書
記
官
村
田
保
、
同
山
崎
直
胤
が
任
命
さ
れ
、
翌
十
一
年
二
月
二
十
八
日
、
司
法
大
輔
山
田
顕
義
が
追
加
任
命
さ
れ

同
十
一
年
一
月
十
四
日
、
元
老
院
に
刑
法
草
案
審
査
局
が
開
設
さ

同
審
査
局
は
、
司
法
省
よ
り
上
申
さ
れ
た
刑
法
草
案
の
四
回
に
及
ぶ
審
査
を
行
い
、
こ
れ
に
修
正
を
く
わ
え

明
治
十
二
年
六
月
二
十
五
日
、
総
裁
柳
原
前

ら
刑
法
審
査
修
正
案
が
太
政
大
臣
三
條
實
美
に
上
進
さ
れ

刑
法
審
査
修
正
案
の
第
三
編
「
身
體
財
産
ニ
對
ス
ル
重
罪
輕
罪
」
第
二
章
「
財
産
ニ
對
ス
ル
罪
」
第
五
節
「
詐
欺
取
財
及
ヒ
受
寄
財
物
ニ
關
ス
ル
罪
」
中
の
詐
欺
取
財
と
二
重
抵
当
に
関
す
る
規
定
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
第
三
百
九
十
條　
人
ヲ
欺
罔
シ
又
ハ
恐
喝
シ
テ
財
物
若
ク
ハ
證
書
類
ヲ
騙
取
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ノ
罪
ト
爲
シ
二
月
以
上
四
年
以
下
（　
）
９４ス
」
（　
）
９５た
。
（　
）
９６れ
、
（　
）
９７た
。
（　
）
９８光
か
（　
）
９９た
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
九
五
（　
　
　
）
一
○
一
ノ
重
禁
錮
ニ
處
シ
四
圓
以
上
四
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
因
テ
官
私
ノ
文
書
ヲ
僞
造
シ
又
ハ
増
減
變
換
シ
タ
ル
者
ハ
僞
造
ノ
各
本
條
ニ
照
シ
重
キ
ニ
從
テ
處
斷

「
第
三
百
九
十
三
條　
他
人
ノ
動
産
不
動
産
ヲ
冒
認
シ
テ
販
賣
交
換
シ
又
ハ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
已
ニ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
ネ
テ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
亦
同

　
第
一
回
審
査
は
司
法
省
と
連
携
し
て
な
さ
れ
、「
刑
法
草
案
修
正
稿
本
」
が
出
来
上
が
っ
た
。
詐
欺
取
財
罪
に
関
す
る
第
三
九
〇

お
い
て
、
「
二
月
以
上
三
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
處
シ
、
四
圓
以
上
四
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
」
と
修
正
さ
れ
た
。
罰
金
を
附
加
刑
と
し
、
重
禁
錮
の
刑
期
、
罰
金
額
は
、
明
治
十
年
六
月
暫
定
刑
法
草
案
に
戻
さ
れ
た
。
明
治
十
年
十
一
月
上
申
刑
法
草
案
（
確
定
稿
）
第
四
三
四
条
の
「
無
實
ノ
成
功
ヲ
希
望
セ
シ
メ
」、「
無
根
ノ
事
故
ヲ
畏
怖
セ
シ
メ
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。
前
者
は
「
欺
罔
」
に
含
め
ら
れ
、
後
者
は
「
恐
喝
」
に
改
め
ら
れ
た
。
右
「
稿
本
」
の
二
重
抵
当
罪
に
関
す
る
第
三
九
三
条
第
二

お
い
て
、「
抵
当
」
に
「
典
物
」（
質
入
）
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
が
地
所
質
入
を
規
定
し
、
そ
れ
が
債
権
担
保
と
し
て
広
範
に
行
わ
れ
て
い
た
状
況
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
不
動
産
質
契
約
（






）
は
、
債
務
者
が
不
動
産
の
占
有
を
債
権
者
に
移
転
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
、
債
権
者
が
債
務
が
完
済
さ
れ
る
ま
で
、
不
動
産
の
果
実
あ
る
い
は
収
益
を
、
債
務
額
か
ら
控
除
す
る
条
件
で
、
受
領
す
る
た
め
で
あ
り
、
稀
に
し
か
利
用
さ
れ
な
か
っ

そ
れ
ゆ
え
に
、
起
草
者
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
「
典
物
」
を
除
外
し
た
と
お
も
わ
れ

　
明
治
十
年
十
一
月
上
申
刑
法
草
案
（
確
定
稿
）
第
四
三
七
条
第
二
項
但
書
は
、
第
二
回
審
査
に
よ
り
成
立
し
た
「
刑
法
審
査
修
正
第
二
稿
」
第
三
九
〇

削
除
さ
れ
、
審
査
修
正
案
第
三
九
三
条
に
引
き
継
が
れ
た
。
同
「
第
二
稿
」
第
三
八
七

、
詐
欺
取
財
罪
の
重
禁
錮
の
上
限
を
「
稿
本
」
の
三
年
か
ら
四
年
と
重
く
し
て
い
る
。
　
明
治
十
三
年
三
月
一
日
、
刑
法
審
査
修
正
案
が
元
老
院
に
付
議
さ

四
月
十
七
日
、
元
老
院
は
修
正
刑
法
案
を
上
奏
し

詐
欺
取
財
と
（　
）
１００ス
」
（　
）
１０１シ
」
（　
）
１０２条
に
（　
）
１０３項
に
（　
）
１０４た
。
（　
）
１０５る
。
（　
）
１０６条
で
（　
）
１０７条
は
（　
）
１０８れ
、
（　
）
１０９た
。
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
九
六
（　
　
　
）
一
○
二
二
重
抵
当
に
関
す
る
両
条
文
に
修
正
は
な
か
っ
た
。
四
月
二
十
日
、
太
政
官
法
制
部
は
元
老
院
修
正
案
の
通
り
布
告
す
る
こ
と
を
求

七
月
十
七
日
、「
刑
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
　
「
刑
法
」
第
三
編
「
身
體
財
産
ニ
對
ス
ル
重
罪
輕
罪
」
第
二
章
「
財
産
ニ
對
ス
ル
罪
」
第
五
節
「
詐
欺
取
財
ノ
罪
及
ヒ
受
寄
財
物
ニ
關
ス
ル
罪
」
中
の
詐
欺
取
財
と
二
重
抵
当
に
関
す
る
両
規
定
に
つ
い
て
、
立
法
者
が
如
何
様
に
解
釈
し
て
い
た
か
を
み
て
お
こ
う
。
刑
法
草
案
審
査
局
委
員
村
田

『
刑
法
註
釋
』（
明
治
十
三
年
七
月
刊
）
が
有
益
で
あ
る
。
「
第
三
百
九
十
條　
人
ヲ
欺
罔
シ
又
ハ
恐
喝
シ
テ
財
物
若
ク
ハ
證
書
類
ヲ
騙
取
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ノ
罪
ト
爲
シ
二
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
處
シ
四
圓
以
上
四
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
因
テ
官
私
ノ
文
書
ヲ
僞
造
シ
又
ハ
増
減
變
換
シ
タ
ル
者
ハ
僞
造
ノ
各
本
條
ニ
照
シ
重
キ
ニ
從
テ
處
斷
ス
　
本
條
ハ
、
方
略
ヲ
設
ケ
人
ノ
知
ラ
サ
ル
ヲ
欺
罔
シ
又
ハ
無
根

ノ
説
ヲ
唱
ヘ
恐
喝
シ
テ
其
人
ヲ
畏
懼
セ
シ
メ
財
物
若
ク
ハ
證
書
類
テ
ダ
テ 
ア
ト
カ
タ
モ
ナ
キ 
ヲ
ド
シ
ツ
ケ
ル
〔
讓
渡
證
書
、
拂
濟
證
書
、
負
債
返
却
證
書
、
借
用
證
書
ノ
類
〕
ヲ
騙
取
シ
タ
ル
者
ハ
竊
盜
ト
其
所
爲
同
シ
カ
ラ
ス
ト
雖
モ
、
其
情
同
シ
カ
タ
リ
ト
リ
ケ
レ
ハ
二
月
以
上
四
年
以
下
ノ
重
禁
錮
、
四
圓
以
上
四
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ニ
處
ス
、
本
條
ノ
罪
ハ
固
ヨ
リ
貪
慾
心
ヨ
リ
出
テ
犯
シ
タ
ル
ヨ
ク
バ
リ
ノ
コ
コ
ロ
ニ
ア
レ
ハ
當
然
罰
金
ヲ
加
フ
可
キ
モ
ノ
ト
ス
、
詐
欺
恐
喝
ヲ
以
テ
人
ノ
財
物
證
書
類
ヲ
騙
取
ス
ル
ニ
當
リ
其
手
段
ニ
用
フ
ル
爲
メ
官
私
ノ
文
書
ヲ
僞
造
シ
又
ハ
増
減
變
換
シ
タ
ル
者
、
其
官
ノ
文
書
ニ
係
レ
ハ
第
二
百
二
條
以
下
ノ
重
キ
ニ
從
ヒ
、
私
書
ニ
係
レ
ハ
第
二
百
九
條
、
第
二
百
十
條
ニ
照
ラ
シ
僞
造
ノ
罪
重
ケ
レ
ハ
僞
造
ノ
刑
ニ
處
シ
、
詐
欺
ノ
罪
重
ケ
レ
ハ
本
條
ニ
從
テ
處
斷

「
第
三
百
九
十
三
條　
他
人
ノ
動
産
不
動
産
ヲ
冐
認
シ
テ
販
賣
交
換
シ
又
ハ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ヲ
以
テ
論
ス
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
已
ニ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
ネ
テ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
（　
）
１１０め
、
（　
）
１１１保
の
（　
）
１１２ス
」
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
九
七
（　
　
　
）
一
○
三
　本
條
ハ
、
自
己
ノ
所
有
ニ
非
サ
ル
他
人
ノ
動
産
〔

〕、
不
動
産
〔

〕
ヲ
冐
認
シ
テ
己
レ
ノ
所
有
ト
爲
シ
、
之
ヲ
販
賣
シ
又
ハ
他
物
ト
交
易
シ
、
若
ク
ハ
抵
當
典
物
ニ
入
レ
人
ヲ
欺
罔
シ
テ
利
益
ヲ
得
ル
者
ナ
レ
ハ
亦
詐
欺
取
財
ノ
罪
ト
爲
シ
、
二
月
以
上
四
年
以
下
ヒ
キ
ア
テ
シ
チ
イ
レ
ノ
重
禁
錮
、
四
圓
以
上
四
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ニ
處
ス
可
シ
、
然
レ
ト
モ
若
シ
他
人
ノ
物
ヲ
冐
認

シ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ハ
民
事
ノ
賠
償
ヲ
ノ
レ
ノ
モ
ノ
ト
ス
ル
ニ
止
ラ
ン
、
其
之
ヲ
販
賣
、
交
換
、
抵
當
典
物
ト
爲
ス
ニ
至
テ
始
テ
本
條
ノ
罪
ニ
處
ス
ヘ
シ
、
自
己
所
有
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
、
一
タ
ヒ
他
人
ニ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
時
ハ
、
其
所
有
權
他
人
ニ
屬
ス
、
若
シ
之
ヲ
秘
隱
シ
テ
更
ニ
別
人
ヲ
欺
キ
之
ヲ
賣
與
シ
又
ハ
重
ネ
テ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
時
ハ
、
詐
欺
取
財
ト
何
ソ
異
ナ
ラ
ン
、
因
テ
前
項
ト
同
刑
ニ
處
ス
、
茲
ニ
不
動
産
ノ
ミ
ヲ
言
ヒ
テ
動
産
ニ
及
ハ
サ
ル
者
ハ
、
動
産
ノ
典
當
ハ
必
ス
之
ヲ
手
ニ
領
置
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
更
ニ
重
ネ
テ
典
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
ア
ヅ
カ
リ
オ
ク
若
シ
之
ヲ
領
置
セ
ス
シ
テ
典
シ
タ
ル
時
ハ
、
更
ニ
他
人
ニ
典
シ
タ
ル
モ
其
人
ノ
不
注
意
ナ
レ
ハ
通
常
ノ
貸
借
ト
看
做
ス
ヨ
リ
外
ナ
シ
、
若
シ
區
戸
長
、
不
動
産
ノ
二
重
典
賣
ノ
情
ヲ
知
テ
其
證
書
ニ
奧
印
ヲ
爲
シ
タ
ル
時
ハ
、
固
ヨ
リ
共
犯
ヲ
以
テ
論
ス
可
シ
ト
雖
モ
、
誤
テ
奧
印
ヲ
爲
シ
タ
ル
時
ハ
、
其
罪
ヲ
論
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
但
其
損
害
ノ
償
ヲ
免
カ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得

　
二
重
抵
当
罪
に
関
す
る
第
三
九
三
条
第
二
項
の
注
釈
を
中
心
に
考
察
す
る
。
自
己
所
有
の
不
動
産
を
「
抵
當
典
物
」
に
な
し
た
と
き
、
そ
の
所
有
権
は
債
権
者
に
属
す
と
す
る
。「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
こ
と
に
質
入
は
、
土
地
と
そ
の
地
券
を
も
債
権
者
た
る
質
取
主
に
渡
し
（
第
四
条
）、「
質
入
ノ
地
所
ハ
、
金
主
﹇
債
権
者
﹈
ニ
テ
其
地
所
耕
作
可
致
筈
ニ
付
テ
ハ
、
地
租
諸
役
ト
モ
總
テ
金
主
ニ
テ
可
相
勤
事
」
と
さ
れ
た
（
第
六
条
）。
質
取
主
が
質
地
を
耕
作
し
、
そ
の
地
租
諸
役
を
負
担
す
べ
き
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
か
れ
に
質
地
の
所
有
権
者
で
あ
る
と
の
意
識
を
強
く
植
付
け
た
で
あ
ろ
う
。
本
条
第
二
項
は
、
不
動
産
に
限
定
し
、
動
産
に
及
ば
な
い
と
す
る
。
抵
当
が
非
占
有
担
保
で
、
不
動
産
を
目
的
物
と
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
質
入
は
、
要
物
契
約
で
あ
っ
て
、
既
に
質
入
し
た
動
産
は
、
債
権
者
の
占
有
の
も
と
に
あ
り
、
該
動
産
を
重
ね
て
他
人
に
質
入
す
る
こ
と
は
現
実
に
不
可
能
で
あ
る
。
抵
当
後
の
売
与
、
質
入
後
の
抵
当
、
抵
当
後
の
質
入
、
二
重
抵
当
が
頻
繁
物
件
ヲ
云
フ
家
屋
田
畑
山
林
等
ヲ
云
フ
（　
）
１１３ス
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
六
九
八
（　
　
　
）
一
○
四
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
区
戸
長
が
「
二
重
典
賣
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
公
証
を
な
し
た
と
き
、
区
戸
長
を
共
犯
と
し
て
論
ず
る
の
は
、「
新
律
綱
領
」
の
重
典
売
田
宅
条
の
「
牙
保
」
が
区
戸
長
に
当
た
る
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
註（１
）　
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅳ
分
冊
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
、
二
二
二
九
頁
（
以
下
、『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

と
略
記
）。
（
２
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
二
二
八
頁
。
（
３
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
二
三
三
頁
。
（
４
）　
（
３
）
と
同
。
（
５
）　
飜
譯
局
譯
述
『
佛
蘭
西
法
律
書
』
下
巻
、
印
書
局
印
行
、
明
治
八
年
四
月
、
一
二
八
三
―
一
二
八
四
頁
。
（
６
）　
























































（












） 








（
７
）　





















 

 

（
８
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
六
二
頁
。
（
９
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
五
五
頁
。
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
六
四
頁
。
１０
（　
）　
（　
）
と
同
。
１１
１０
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
六
三
頁
。
１２
（　
）　
（　
）
と
同
。
１３
１２
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
四
八
頁
。
１４
（　
）　
（　
）
と
同
。
１５
１４
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
二
三
九
頁
。
１６
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
四
八
頁
。
１７
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
六
九
九
（　
　
　
）
一
○
五
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
四
九
頁
。
１８
（　
）　
（　
）
と
同
。
１９
１８
（　
）　
（　
）
と
同
。
フ
ラ
ン
ス
刑
法
は
、
窃
盗
罪
に
お
い
て
刑
を
加
重
す
る
五
つ
の
事
由
を
定
め
た
（
第
三
八
一
条
）。
そ
の
な
か
に
「
第
一　
夜
間
（ 
２０
１８






）
盜
ヲ
爲
シ
」、「
第
四　
其
盜
者
、
人
ノ
居
住
シ
或
ハ
居
住
ス
可
キ
家
屋
又
ハ
居
室
或
ハ
其
家
ニ
屬
ス
ル
房
舎
ノ
外
部
ヲ
破
壞
（





）
シ
或
ハ
攀
援
（





）
シ
或
ハ
僞
鑰
（









）
ヲ
用
ヒ
其
家
屋
又
ハ
房
室
或
ハ
房
舎
内
ニ
於
テ
其
罪
ヲ
犯
シ
」
が
お
か
れ
て
い
る
（
前
掲
『
佛
蘭
西
法
律
書
』
下
巻
、
一
二
六
七
頁
）。
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
四
七
頁
。
２１
（　
）　
前
掲
『
佛
蘭
西
法
律
書
』
下
巻
、
一
二
八
六
頁
。
２２
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
四
七
頁
。
２３
（　
）　
前
掲
『
佛
蘭
西
法
律
書
』
下
巻
、
一
二
八
五
頁
。
２４
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
七
五
頁
。
２５
（　
）　
（　
）
と
同
。
２６
２５
（　
）　
前
掲
・
拙
稿
「
明
治
初
年
に
お
け
る
二
重
書
入
（
抵
当
）
の
処
罰
」
神
戸
法
学
雑
誌
五
四
巻
三
号
参
照
。
２７
（　
）　
（　
）
と
同
。
２８
２５
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
七
六
頁
。
２９
（　
）　
『
質
問
録
』（
司
法
省
蔵
版
）
明
治
十
一
年
五
月
印
行
、
一
三
四
―
一
三
六
頁
。
３０
（　
）　
登
記
所
は
、
共
和
暦
七
年
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
（
風
月
）
二
十
一
日
（
一
七
九
九
年
三
月
十
一
日
）
の
「
登
記
所
組
織
法
」（
















３１





















































）
に
よ
っ
て
民
事
裁
判
所
所
在
の
各
郡
に
設
置
さ
れ
た
（






































































）。
（　
）　
抵
当
権
の
登
記
は
、
財
産
所
在
の
郡
に
あ
る
登
記
所
に
お
い
て
な
さ
れ
る
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
二
一
四
六
条
第
一
項
）。
債
権
者
は
、
登
記
官
に
登
３２
記
申
請
書
（










）（
債
権
者
・
債
務
者
の
氏
名
・
住
所
、
権
原
﹇
契
約
あ
る
い
は
判
決
﹈
と
そ
の
日
付
、
債
権
額
、
抵
当
財
産
等
記
載
）
を
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
○
○
（　
　
　
）
一
○
六
提
出
す
る
（
同
第
二
一
四
八
条
）。
登
記
官
は
、
登
記
申
請
書
の
内
容
を
登
記
簿
に
記
入
す
る
（
同
第
二
一
五
〇
条
）。
登
記
は
、
登
記
申
請
書
を
原
文
通
り
登
記
簿
に
写
し
取
る
こ
と
で
あ
る
（





































































）。
（　
）　






































































































































３３






（　
）　
謄
記
は
、
登
記
官
が
管
理
す
る
登
記
簿
に
所
有
権
移
転
証
書
を
写
し
取
る
も
の
で
あ
る
（














































３４

















）。
不
動
産
所
有
権
を
移
転
す
る
生
前
行
為
は
登
記
所
に
謄
記
さ
れ
る
（「
謄
記
法
」
第
一
条
）。
謄
記
さ
れ
る
ま
で
、
不
動
産
に
権
利
を
持
つ
第
三
者
に
対
抗
さ
れ
え
な
い
（
同
第
三
条
）。
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
七
六
頁
。
３５
（　
）　
（　
）
と
同
。
３６
３５
（　
）　
（　
）
と
同
。
３７
３５
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
七
六
―
二
四
七
七
頁
。
３８
（　
）　
旧
刑
法
の
注
釈
者
は
、
第
三
九
三
条
と
ス
テ
リ
オ
ナ
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
３９
岡
田
朝
太
郎
（
帝
国
大
学
法
科
大
学
助
教
授
）。「
現
行
法
﹇
刑
法
第
三
九
三
条
﹈
ノ
本
罪
ニ
關
ス
ル
規
定
ハ
、
却
テ
佛
蘭
西
民
法
二
重
抵
當
、
抵
當
物
販
賣
（









）
ノ
條
ヨ
リ
脱
化
シ
來
レ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
、
但
シ
彼
ニ
在
リ
テ
ハ
抵
當
ニ
附
シ
タ
ル
不
動
産
ノ
販
賣
并
ニ
二
重
抵
當
ノ
ミ
ヲ
定
メ
且
ツ
之
ヲ
民
法
上
ノ
制
裁
ア
ル
ニ
止
メ
、
我
ニ
在
リ
テ
ハ
他
人
ノ
動
産
ニ
係
ル
塲
合
ヲ
加
ヘ
且
ツ
之
ヲ
刑
法
上
ノ
犯
罪
ト
定
メ
タ
ル
ノ
差
ア
リ
」（
岡
田
朝
太
郎
『
日
本
刑
法
論
完
』﹇
訂
正
増
補
再
版
﹈（
各
論
之
部
）、
有
斐
閣
、
一
八
九
六
年
、
一
〇
三
六
頁
）。
　
勝
本
勘
三
郎
（
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
）。「
本
﹇
刑
法
第
三
九
三
﹈
條
ハ
草
案
理
由
書
﹇『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
刑
法
草
案
註
釋
』﹈
ノ
説
明
ス
ル
如
ク
羅
馬
及
ヒ
佛
國
古
法
「
ス
テ
リ
オ
」（



）
又
ハ
佛
國
民
法
第
二
千
五
十
九
條
ノ
「
ス
テ
リ
オ
ナ
」（







）（
佛
國
民
法
第
二
千
五
十
九
條
ニ
曰
ク
「
ス
テ
リ
オ
ナ
」
ノ
行
爲
ア
ル
ト
キ
ハ
民
事
上
ノ
禁
錮
ニ
處
ス
、
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
「
ス
テ
リ
オ
ナ
」
ノ
行
爲
ア
リ
ト
ス
、
自
己
ノ
所
有
物
ニ
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
ナ
カ
ラ
他
人
ノ
不
動
産
ヲ
販
賣
シ
又
ハ
抵
當
ト
シ
タ
ル
ト
キ
、
抵
當
ニ
係
レ
ル
財
産　

　
抵
當
ニ
係
レ
ル
物
ニ
非
ス
ト
申
述
シ
テ
提
示
シ
又
ハ
實
際
抵
當
ニ
係
レ
ル
ヨ
リ
モ
少
額
ノ
抵
當
ニ
係
レ
ル
物
ナ
リ
ト
申
述
シ
タ
ル
ト
キ
）
ヨ
リ
來
リ
タ
佛
國
ニ
於
テ
抵
當
ノ
目
的
物
ハ
我
現
行
法
ト
同
ク
不
動
産
ニ
限
ル
カ
故
ニ
茲
ニ
財
産
ト
ハ
不
動
産
ヲ
云
フ
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
○
一
（　
　
　
）
一
○
七
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
要
ス
ル
ニ
他
人
ノ
所
有
物
ナ
ル
カ
故
ニ
對
手
者
ヲ
シ
テ
其
上
ニ
所
有
權
、
抵
當
權
若
ク
ハ
質
權
ヲ
有
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
自
己
ノ
所
有
物
ナ
リ
ト
シ
テ
之
ヲ
對
手
者
ニ
販
賣
交
換
抵
當
典
物
ト
シ
又
ハ
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
已
ニ
他
人
ニ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
若
シ
對
手
者
ニ
於
テ
之
ヲ
知
得
セ
ハ
更
ニ
之
ヲ
買
取
リ
若
ク
ハ
重
ネ
テ
抵
當
典
物
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
肯
セ
サ
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
故
ラ
ニ
之
ヲ
欺
隱
シ
テ
對
手
者
ニ
賣
與
シ
若
ク
ハ
重
ネ
テ
抵
當
典
物
ト
シ
以
テ
對
手
者
ヨ
リ
不
正
ニ
財
物
ヲ
詐
取
シ
タ
ル
者
即
チ
一
種
ノ
詐
欺
取
財
ヲ
規
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
」（
勝
本
勘
三
郎
『
刑
法
析
義
』（
各
論
之
部
）
下
巻
、
第
四
版
、
有
斐
閣
、
一
九
〇
三
年
、
三
八
二
―
三
八
三
頁
）
　
岡
田
、
勝
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
「
ス
テ
リ
オ
ナ
」
が
何
故
に
日
本
刑
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
の
事
情
に
関
し
て
は
十
分
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
（　
）　






























































































４０
（　
）　













































































































































４１
 




 
（　
）　










































































４２
（　
）　
『
翻
譯
類
纂
』（
明
治
十
五
年
五
月
第
二
、
六
三
）（『
明
治
政
府
翻
訳
草
稿
類
纂
』
四
二
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
七
年
）。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
仏
４３
語
原
文
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
邦
訳
文
は
部
分
的
に
意
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
で
あ
る
。
（　
）　
（　
）
と
同
。
４４
４２
（　
）　
「
第
四
百
三
十
四
條　
左
ニ
記
載
シ
タ
ル
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
詐
欺
取
財
ノ
犯
人
ト
爲
シ
二
月
以
上
二
年
以
下
ノ
重
禁
錮
四
圓
以
上
四
拾
圓
以
下
ノ
４５
罰
金
ニ
處
ス
（
中
略
）
第
三　
自
己
ノ
所
有
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
テ
故
ラ
ニ
詐
欺
ノ
手
段
ヲ
以
テ
動
産
不
動
産
ヲ
賣
渡
シ
又
ハ
有
償
ノ
名
義
ニ
テ
讓
渡
シ
若
ク
ハ
書
入
質
入
ヲ
爲
シ
或
ハ
其
所
有
ニ
係
ル
ト
雖
ト
モ
既
ニ
他
ニ
讓
渡
ヲ
爲
シ
書
入
質
入
又
ハ
物
上
權
ヲ
該
財
産
ニ
付
承
諾
シ
タ
ル
上
其
物
上
權
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ヲ
隱
蔽
シ
タ
ル
時
亦
タ
同
シ
（





























































































































































































































































































































































































＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
○
二
（　
　
　
）
一
○
八








）」（『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
刑
法
草
案
註
釋
』
下
巻
、
司
法
省
、
六
九
八
頁
。



























































































































）
（　
）　
前
掲
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
刑
法
草
案
註
釋
』
下
巻
、
七
一
一
―
七
一
二
頁
。


























４６
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
九
九
頁
。
西
原
春
夫
・
吉
井
蒼
生
夫
・
藤
田
正
・
新
倉
修
編
『
日
本
立
法
資
料
全
集
』
三
〇
（
旧
刑
法
４７
﹇
明
治
十
三
年
﹈（
２
）―

）、
信
山
社
、
一
九
九
五
年
、
二
八
二
頁
。
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
〇
三
頁
。
前
掲
『
日
本
立
法
資
料
全
集
』
三
〇
、
二
八
二
頁
。
４８
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
九
九
頁
。『
清
律
例
彙
纂
』
が
引
用
す
る
「
詐
欺
官
私
取
財
」
の
『
輯
註
』（『
大
清
律
輯
註
』）
に
「
欺
罔
」
４９
の
語
が
あ
る
（『

清
律
例
彙
纂
』（
三
）
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
、
四
九
六
頁
）。
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
四
九
九
頁
。
５０
（　
）　
（　
）
と
同
。
５１
５０
（　
）　
（　
）
と
同
。
５２
５０
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
〇
〇
頁
。
５３
（　
）　
『
大
清
律
輯
註
』（
下
）、（
清
）
沈
之
奇
註
、
懷
效
鋒
・
李
俊
點
校
、
法
律
出
版
社
（
北
京
）、
二
〇
〇
〇
年
、
六
一
〇
頁
。
５４
（　
）　
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
五
四
、
刑
法
門
﹇
１
﹈、
原
書
房
覆
刻
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
六
頁
。
５５
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
〇
〇
頁
。
５６
（　
）　
（　
）
と
同
。
５７
５６
（　
）　
（　
）
と
同
。
５８
５６
（　
）　
（　
）
と
同
。
５９
５６
（　
）　
（　
）
と
同
。
６０
５６
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
二
四
一
頁
。
６１
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
二
四
二
頁
。
６２
熊
本
藩
訓
譯
本
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
○
三
（　
　
　
）
一
○
九
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
三
二
八
頁
。
６３
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
〇
〇
―
二
五
〇
一
頁
。
６４
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
〇
一
頁
。
６５
（　
）　
（　
）
と
同
。
６６
６５
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
一
八
頁
。
６７
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
一
九
頁
。
６８
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
三
七
三
頁
。
６９
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
一
九
―
二
五
二
〇
頁
。
７０
（　
）　
（　
）
と
同
。
７１
７０
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
一
頁
。
７２
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
〇
頁
。
７３
（　
）　
（　
）
と
同
。
７４
７３
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
四
頁
。
７５
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
三
頁
。
７６
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
四
頁
。
７７
（　
）　
前
掲
『
法
規
分
類
大
全
』
五
四
、
刑
法
門
﹇
１
﹈、
一
六
七
頁
。
宮
城
浩
蔵
は
、「
冐
認
ノ
文
字
タ
ル
新
律
綱
領
ヨ
リ
出
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
指
摘
す
７８
る
（
宮
城
浩
蔵
『
刑
法
講
義
』（
三
版
）
二
、
明
治
法
律
学
校
出
版
、
一
八
八
六
年
、
七
〇
七
頁
）。『
清
律
例
彙
纂
』
の
「
詐
欺
官
私
取
財
」
総
註
に
「
原
ト
非
二
己
カ 
物
ニ一
認
テ
為
二
己
カ
有
ト一
」（
原
と
己
が
物
に
非
ざ
る
を
認
め
て
己
が
有
と
為
す
）
を
「
冐
認
」
と
言
う
と
あ
る
（
前
掲
『

清
律
例
彙
纂
』（
三
）、
四
九
六
頁
）。
（　
）　
近
藤
圭
造
訓
註
『

合
巻
註
釋
』
巻
三
、
五
一
丁
表
。
近
藤
圭
造
は
、
岡
崎
藩
の
儒
者
出
身
で
、
明
治
維
新
後
、
出
版
に
従
事
し
て
い
た
が
、
７９
司
法
省
の
嘱
託
を
受
け
て
、『

合
巻
註
釋
』
を
著
し
、
司
法
省
の
検
定
を
経
て
出
版
し
た
（
前
掲
・
拙
稿
「
明
治
初
年
に
お
け
る
二
重
書
入
（
抵
熊
本
藩
訓
譯
本
新
律
綱
領
改
定
律
例
新
律
綱
領
改
定
律
例
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
○
四
（　
　
　
）
一
一
○
当
）
の
処
罰
」
神
戸
法
学
雑
誌
五
四
巻
三
号
、
五
五
頁
）。
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
四
―
二
五
二
五
頁
。
８０
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
五
頁
。
８１
（　
）　
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
抵
当
権
は
不
動
産
を
目
的
物
と
す
る
と
し
て
い
る
（
第
二
一
一
八
条
）。
８２
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
五
頁
。
８３
（　
）　
拙
稿
「
明
治
前
期
に
お
け
る
書
入
の
戸
長
公
証
と
フ
ラ
ン
ス
抵
当
権
の
登
記
」
神
戸
法
学
雑
誌
五
三
巻
三
号
、
二
〇
〇
三
年
、
六
四
―
六
五
頁
参
照
。
８４
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
五
頁
。
８５
（　
）　
『
司
法
省
指
令
録
』
民
事
部
、
三
二
号
、﹇
二
八
一
﹈（『
官
令
全
報
』
二
〇
号
、
弘
令
社
、
明
治
十
一
年
三
月
刊
行
）。
８６
（　
）　
（　
）
と
同
。
８７
８６
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
五
頁
。
８８
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
六
頁
。
８９
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
七
頁
。
９０
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
七
頁
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
抵
当
不
動
産
を
売
却
し
た
者
は
、
売
９１
買
契
約
後
、
該
不
動
産
が
負
担
し
て
い
た
抵
当
権
を
脱
し
、
そ
し
て
取
得
者
が
、
か
れ
に
対
し
て
な
さ
れ
た
虚
偽
の
申
述
に
従
っ
た
こ
と
で
、
何
ら
損
害
を
被
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
身
体
拘
束
に
処
せ
ら
れ
な
か
っ
た
（







































）。
（　
）　
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』

、
二
五
二
七
頁
。
９２
（　
）　
西
原
春
夫
・
吉
井
蒼
生
夫
・
藤
田
正
・
新
倉
修
編
『
日
本
立
法
資
料
全
集
』
三
一
（
旧
刑
法
﹇
明
治
十
三
年
﹈（
２
）―

）、
信
山
社
、
一
九
九
五
９３
年
、
八
四
五
頁
。
（　
）　
（　
）
と
同
。
岩
谷
十
郎
氏
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
「
手
稿
（
仏
文
）
草
案
」（






















）
が
明
治
十
年
十
二
月
司
法
省
９４
９３
提
出
「
確
定
稿
」
成
立
前
に
近
接
す
る
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
刑
法
草
案
で
あ
る
と
考
証
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
日
本
立
法
資
料
全
集
』
三
〇
、
第
一
部
第
四
章
「
仏
文
草
案
か
ら
見
た
旧
刑
法
編
纂
の
展
開
」。「
手
稿
（
仏
文
）
草
案
」
は
同
書
﹇
資
料
一
二
﹈
に
収
載
）。「
確
定
稿
」
第
四
三
七
条
と
、
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
○
五
（　
　
　
）
一
一
一
こ
れ
に
対
応
す
る
「
手
稿
（
仏
文
）
草
案
」
第
四
三
七
条
は
同
旨
で
あ
る
が
、
後
者
の
仏
文
を
参
考
ま
で
に
左
に
掲
げ
る
。


























































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





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

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





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
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













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
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
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



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











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











































































































































































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
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

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

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
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




















































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
　


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

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
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

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
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
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（　
）　
『
太
政
類
典
』
二
編
三
四
六
巻
、
七
。
９５
（　
）　
『
太
政
類
典
』
二
編
三
四
六
巻
、
八
。
９６
（　
）　
浅
古
弘
「
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」
早
稲
田
法
学
五
七
巻
三
号
、
一
九
八
二
年
参
照
。
９７
（　
）　
明
治
十
一
年
五
月
二
十
八
日
、
伊
藤
博
文
は
、
総
裁
を
免
ぜ
ら
れ
、
元
老
院
議
官
柳
原
前
光
が
総
裁
に
任
命
さ
れ
た
（『
太
政
類
典
』
二
編
三
四
六
９８
巻
、
七
）。
（　
）　
『
太
政
類
典
』
四
編
五
七
巻
、
六
。
９９
（　
）　
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
『
刑
法
審
査
修
正
關
係
諸
案
』
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
、
一
九
八
四
年
、
二
三
三
頁
。
１００
（　
）　
（　
）
と
同
。
１０１
１００
（　
）　
前
掲
『
刑
法
審
査
修
正
關
係
諸
案
』
一
一
四
頁
。
１０２
（　
）　
（　
）
と
同
。
１０３
１０２
（　
）　





























 
１０４
（　
）　
拙
書
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
抵
当
法
の
研
究
』
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
、
八
―
九
頁
参
照
。
１０５
（　
）　
前
掲
『
刑
法
審
査
修
正
關
係
諸
案
』
一
七
九
頁
。
１０６
（　
）　
（　
）
と
同
。
１０７
１０６
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
○
六
（　
　
　
）
一
一
二
（　
）　
明
治
法
制
經
濟
史
研
究
所
編
『
元
老
院
會
議
筆
記
』
前
期
第
八
巻
、
元
老
院
會
議
筆
記
刊
行
会
、
一
九
六
四
年
、
五
四
頁
。
１０８
（　
）　
前
掲
『
法
規
分
類
大
全
』
五
四
、
刑
法
門
﹇
１
﹈、
四
四
二
頁
。
１０９
（　
）　
（　
）
と
同
。
１１０
１０９
（　
）　
村
田　
保
（
天
保
十
三
﹇
一
八
四
二
﹈
年
―
大
正
十
四
﹇
一
九
二
五
﹈
年
）。
明
治
二
年
刑
法
官
出
仕
、
大
学
少
助
教
、
同
三
年
刑
部
権
大
録
、
同
１１１
四
年
刑
法
調
査
の
た
め
英
国
へ
派
遣
、
新
律
綱
領
編
修
成
功
に
よ
り
賞
を
受
く
、
同
六
年
帰
国
、
同
七
年
司
法
大
解
部
、
同
八
年
三
等
法
制
官
、
同
十
年
太
政
官
少
書
記
官
、
法
制
局
専
務
、
刑
法
草
案
審
査
委
員
、
同
十
二
年
治
罪
法
草
案
審
査
委
員
、
太
政
官
権
大
書
記
官
、
同
十
四
年
参
事
院
議
官
補
、
同
十
五
年
太
政
官
大
書
記
官
、
同
十
八
年
元
老
院
議
官
、
同
二
十
年
法
律
取
調
委
員
、
同
二
十
三
年
貴
族
院
議
員
（『
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
』
下
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九
五
年
、
三
八
〇
―
三
八
六
頁
、
日
本
水
産
会
編
『
村
田
水
産
翁
傳
』
大
日
本
水
産
会
、
一
九
一
九
年
、
一
一
―
一
八
頁
）。
（　
）　
『
刑
法
註
釋
』
巻
七
、
明
治
十
三
年
七
月
刊
、
内
田
正
榮
堂
、
三
一
丁
表
―
三
二
丁
表
。
１１２
（　
）　
前
掲
『
刑
法
註
釋
』
巻
七
、
三
三
丁
表
―
三
四
丁
裏
。
１１３
二　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
適
用
要
件
と
し
て
の
抵
当
権
へ
の
戸
長
公
証
（
一
）　
参
事
院
の
処
理
方
針
　
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
第
三
九
三
条
第
二
項
は
、
自
己
所
有
の
不
動
産
を
「
抵
當
典
物
」
と
な
し
た
こ
と
を
欺
隠
し
て
、
他
人
に
該
不
動
産
を
「
賣
與
」
ま
た
は
「
抵
當
典
物
」
と
な
し
た
者
を
詐
欺
取
財
罪
を
も
っ
て
論
じ
る
と
規
定
す
る
。
土
地
所
有
権
を
移
転
す
る
た
め
に
は
、
明
治
十
三
年
十
一
月
三
十
日
太
政
官
第
五
二
号
布
告
「
土
地
売
買
譲
渡
規
則
」
に
よ
り
戸
長
公
証
が
要
件
と
さ
れ
た
。
土
地
の
売
主
は
、
地
券
を
添
付
し
て
売
渡
証
書
に
戸
長
公
証
を
受
け
た
後
に
、
同
証
書
を
買
主
に
付
与
し
、
こ
の
手
続
を
も
っ
て
、
土
地
所
有
権
が
移
転
す
る
。「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
は
、
質
入
・
書
入
へ
の
戸
長
公
証
が
第
三
者
に
対
抗
し
て
質
入
・
書
入
地
の
代
価
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
質
入
・
書
入
債
権
者
に
付
与
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
戸
長
公
証
を
受
け
ず
に
自
己
所
有
の
不
動
産
を
「
抵
當
典
物
」
と
な
し
た
後
に
、
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
○
七
（　
　
　
）
一
一
三
他
人
に
該
不
動
産
を
「
賣
與
」
し
、
ま
た
は
「
抵
當
典
物
」
と
な
す
た
め
に
、
戸
長
公
証
を
申
請
す
る
と
き
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
に
触
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
　
明
治
十
五
年
二
月
十
四
日
、
新
潟
県
は
、
内
務
省
に
、
こ
の
問
題
の
処
理
に
つ
い
て
伺
い
で
た
。
伺
書
は
言
う
。
「
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
ス
土
地
家
屋
ヲ
甲
ヘ
抵
当
差
入
置
タ
ル
モ
ノ
更
ニ
該
不
動
産
ヲ
乙
ヘ
質
入
若
ク
ハ
賣
却
セ
ン
ト
シ
テ
戸
長
ノ
公
證
ヲ
乞
フ
モ
ノ
ア
リ
、
右
等
ハ
條
理
上
不
都
合
ノ
モ
ノ
ト
雖
ト
モ
之
ヲ
成
規
ニ
照
セ
ハ
、
前
約
定
（
戸
長
ノ
公
證
ヲ
受
ケ
ス
甲
ヘ
抵
当
差
入
タ
ル
義
）
ハ
無
效
ノ
モ
ノ
ニ
付
、
戸
長
ニ
於
テ
ハ
公
証
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
義
ト
思
考
罷
在
候
処
、
刑
法
第
三
百
九
十
三
條
後
項
ノ
趣
及
ヒ
治
罪
法
第
六
十
條
警
部
在
ラ
サ
ル
地
ノ
戸
長
ハ
司
法
警
察
官
ト
シ
テ
犯
罪
ヲ
捜
査
ス
ヘ
シ
ト
ノ
明
文
モ
有
之
以
上
ハ
、
譬
ヘ
ハ
公
証
ハ
受
ケ
サ
ル
ト
モ
、
已
ニ
抵
当
差
入
ア
ル
義
判
然
タ
ル
土
地
家
屋
ニ
對
シ
尚
公
證
取
斗
候
義
ハ
頗
ル
不
都
合
ニ
被
相
考
、
旁
如
何
相
心
得
可
然
哉
、
疑
義
決
シ
兼
候
條
、
至
急
御
指
揮
相
成
度
、
此
段
相
伺
候

　
土
地
家
屋
へ
の
抵
当
権
設
定
に
戸
長
公
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
そ
の
抵
当
権
は
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
効
力
を
持
た
な
い
の
で
、
該
土
地
家
屋
の
後
の
質
入
ま
た
は
売
却
に
戸
長
公
証
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
処
罰
せ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
の
質
入
ま
た
は
売
却
に
戸
長
公
証
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
　
明
治
十
五
年
四
月
十
三
日
、
内
務
省
は
、
新
潟
県
伺
に
如
何
な
る
回
答
を
な
す
べ
き
か
参
事
院
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
質
問
し
た
。
「
刑
法
第
三
百
九
十
三
條
後
項
ニ
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
ト
モ
已
ニ
抵
当
典
物
ト
為
シ
タ
ル
ヲ
欺
隠
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
ネ
テ
抵
当
典
物
ト
為
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
ト
有
之
、
右
旨
趣
ニ
拠
ル
ト
キ
ハ
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
他
ニ
抵
当
典
物
又
ハ
賣
與
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
有
之
ト
キ
戸
長
ニ
於
テ
他
ニ
抵
当
典
物
（
１
）
也
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
○
八
（　
　
　
）
一
一
四
又
ハ
賣
與
シ
タ
ル
コ
ト
ノ
確
知
ス
ヘ
キ
モ
ノ
有
之
ニ
於
テ
ハ
公
証
與
付
セ
サ
ル
法
理
ナ
ル
歟
、
別
紙
新
潟
縣
伺
写
相
添
ヘ
及
御
質
問
候
条
、
至
急
御
回
答
有
之
度
候

　
「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
の
旨
趣
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
戸
長
公
証
を
受
け
ず
に
甲
に
典
売
（
売
却
、
質
入
、
抵
当
）
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
、
後
日
、
戸
長
公
証
を
受
け
て
、
乙
に
典
売
せ
ん
と
す
る
と
き
、
戸
長
は
、
先
の
甲
へ
の
典
売
を
確
知
し
て
お
れ
ば
、
乙
へ
の
典
売
に
公
証
を
付
与
し
て
は
な
ら
な
い
法
理
で
あ
る
か
と
い
う
。
　
明
治
十
五
年
四
月
、
参
事
院
は
、
法
制
部
に
お
い
て
、
内
務
省
質
問
を
審
査
し
、
左
の
回
答
案
を
作
成
し
た
。
「
別
紙
内
務
省
質
問
戸
長
公
議
ノ
儀
部
會
議
ヲ
以
テ
審
査
決
定
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
、
（
マ
マ
）
右
ハ
其
情
ヲ
知
ラ
ス
誤
テ
公
証
ス
ル
ハ
無
余
儀
次
第
ト
雖
ト
モ
、
判
然
他
ニ
抵
當
差
入
ア
ル
ヲ
知
ル
モ
、
猶
ホ
公
證
ヲ
與
ヘ
妨
ケ
ナ
キ
モ
ノ
ト
セ
ハ
、
刑
法
第
三
百
九
十
三
條
並
ニ
治
罪
法
第
六
十
條
、
第
九
十
六
條
等
ノ
律
旨
ニ
戻
ル
ハ
勿
論
、
実
際
貸
借
上
ニ
紛
乱
ヲ
来
ス
不
尠
義
ト
認
定
ス
、
右
ニ
由
リ
回
答
案
左
ノ
通
ニ
テ
可
然
哉
、
上
申
候
也
回
答
案
本
月
十
三
日
質
問
戸
長
公
證
ノ
義
ニ
、
其
見
解
ノ
通
右
及
回
答
候
也
司
法
省
ヘ
通
牒
例

　
参
事
院
は
、「
判
然
他
ニ
抵
當
差
入
ア
ル
ヲ
知
ル
モ
、
猶
ホ
公
證
ヲ
與
ヘ
」
る
の
は
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
お
よ
び
警
部
の
存
在
し
な
い
地
の
戸
長
の
司
法
警
察
官
と
し
て
の
任
務
を
定
め
た
治
罪
法
第
六
〇
条
・
九
六

違
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
実
際
貸
借
上
ニ
紛
乱
ヲ
来
ス
」
（
２
）
也
」
（
３
）
文
」
（
４
）
条
に
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
○
九
（　
　
　
）
一
一
五
と
し
て
、
内
務
省
見
解
を
支
持
し
た
。
　
本
回
答
案
は
内
務
省
へ
の
回
答
と
な
っ
た
（
回
答
の
月
日
不
明
）。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
の
参
事
院
へ
の
内
務
省
質
問
書
の
左
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。
「
本
﹇
明
治
十
五
﹈
年
四
月
中
、
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
抵
當
典
物
又
ハ
賣
與
シ
タ
ル
不
動
産
ヲ
後
日
更
ニ
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
テ
他
ニ
抵
當
典
物
又
ハ
賣
與
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
、
戸
長
ニ
於
テ
公
証
付
與
セ
サ
ル
法
理
ニ
可
有
之
哉
ノ
旨
御
質
問
ニ
及
候
處
、
見
解
之
通
ト
御
回
答
有
之
、
右
ハ
假
令
私
約
ニ
屬
ス
ル
モ
相
互
ノ
間
ニ
於
テ
其
効
ヲ
有
ス
ル
義
ニ
付
、
欺
隱
シ
テ
重
典
賣
ス
ル
ヲ
許
サ
ヽ
ル
義
ニ
可
有

（
後
略
）
　
内
務
省
は
、
参
事
院
回
答
に
つ
い
て
、
典
売
（
売
却
・
質
入
・
抵
当
）
は
、
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
な
く
と
も
、
契
約
当
事
者
間
で
は
有
効
に
成
立
し
て
お
り
、
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
な
い
典
売
を
「
欺
隠
」
し
て
、
さ
ら
に
戸
長
公
証
を
受
け
て
他
人
に
典
売
す
る
こ
と
は
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
内
務
省
は
、
第
三
九
三
条
第
二
項
は
、「
新
律
綱
領
」
重
典
売
田
宅
条
の
重
典
売
を
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で
、
戸
長
公
証
が
先
の
典
売
に
な
く
、
後
の
典
売
に
あ
る
と
き
に
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
（
二
）　
司
法
省
の
処
理
方
針
　
自
己
所
有
の
不
動
産
を
「
抵
當
典
物
」
と
な
し
た
こ
と
を
「
欺
隠
」
し
て
同
不
動
産
を
他
人
に
「
賣
與
」
し
、
ま
た
は
、
重
ね
て
他
人
に
「
抵
當
典
物
」
と
な
し
た
者
を
、
明
治
十
三
年
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
第
三
九
三
条
第
二
項
に
よ
り
詐
欺
取
財
罪
を
も
っ
て
論
ず
る
と
き
、
最
初
の
抵
当
権
設
定
に
戸
長
公
証
を
受
け
た
こ
と
を
要
件
と
す
べ
き
と
す
る
見
解
が
一
方
で
あ
り
、
そ
の
可
否
が
問
わ
れ
た
。
（
５
）
之
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
一
○
（　
　
　
）
一
一
六
　明
治
十
五
年
一
月
十
六
日
、
滋
賀
県
は
、
司
法
省
に
左
の
伺
書
を
提
出
し
た
。
「
第
三
百
九
十
三
條
第
二
項
ニ
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
ト
モ
已
ニ
抵
當
典
物
ト
ナ
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
子
テ
抵
當
典
物
ト
ナ
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
ト
ア
リ
、
右
ハ
不
動
産
質
入
書
入
規
則
ニ
依
リ
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
タ
ル
カ
、
若
シ
然
ル
ト
キ
ハ
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
假
令
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
子
テ
抵
當
典
物
ト
ナ
ス
モ
其
罪
ヲ
問
ハ
サ
ル
ヤ
如

　
伺
書
は
、
左
掲
の
司
法
省
指
令
理
由
か
ら
推
し
て
、
最
初
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
と
解
し
う
る
。
伺
書
の
趣
旨
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
戸
長
公
証
は
、
抵
当
債
権
者
に
第
三
者
に
対
抗
し
て
抵
当
不
動
産
の
代
価
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
付
与
す
る
。
戸
長
公
証
を
受
け
な
い
と
き
は
抵
当
権
の
効
力
は
認
め
ら
れ
な
い
。
自
己
所
有
の
不
動
産
に
戸
長
公
証
を
受
け
ず
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
こ
と
を
「
欺
隠
」
し
て
、
他
人
に
同
不
動
産
を
売
与
し
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
重
ね
て
「
抵
當
典
物
」
と
な
し
て
も
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
に
よ
る
罪
を
論
ぜ
ら
れ
な
い
の
か
。
　
明
治
十
五
年
二
月
十
日
、
司
法
省
は
、「
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
亦
第
三
百
九
十
三
條
ニ
依
ル
」
と
滋
賀
県
に
指
令
し

司
法
省
は
、
そ
の
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
付
記
し
て
い
る
。
「
不
動
産
ノ
抵
當
ニ
シ
テ
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
他
ノ
債
主
若
ク
ハ
該
不
動
産
ニ
就
テ
權
利
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
對
ス
ル
ノ
ト
キ
ニ
至
リ
始
メ
テ
其
抵
當
ノ
効
ヲ
失
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
初
メ
ヨ
リ
抵
當
ノ
効
ナ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
、
債
主
負
債
主
ノ
問
ニ
在
テ
十
分
ニ
其
効
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
リ
、
故
ニ
戸
長
ノ
公
証
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
、
二
タ
ヒ
抵
當
物
ト
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
相
違
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
仍
ホ
本
條
ニ
ヨ
リ
處
（
マ
マ
）
分
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

（
６
）
何
」
（
７
）
た
。
（
８
）
ス
」
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
一
一
（　
　
　
）
一
一
七
　抵
当
債
権
者
は
、
抵
当
権
に
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
な
い
と
き
、
第
三
者
に
対
抗
し
て
抵
当
不
動
産
の
代
価
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
持
た
な
い
が
、
抵
当
権
設
定
契
約
者
間
で
は
抵
当
権
は
有
効
に
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
債
権
者
と
重
ね
て
抵
当
権
を
設
定
す
れ
ば
、
「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
二
番
抵
当
権
に
戸
長
公
証
が
付
与
さ
れ
た
か
否
か
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。　
　
そ
こ
で
、
戸
長
公
証
な
き
一
番
抵
当
権
を
知
ら
し
め
ず
に
、
戸
長
公
証
を
受
け
て
二
番
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
に
よ
っ
て
、
そ
の
罪
を
論
ず
べ
き
か
が
問
わ
れ
た
。
　
明
治
十
六
年
十
二
月
二
十
日
、
静
岡
始
審
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
左
の
ご
と
く
司
法
省
に
請
訓
し
た
。
「
第
一
條　
甲
所
有
ス
ル
田
地
壹
町
歩
ヲ
公
證
ヲ
經
ス
シ
テ
乙
ニ
抵
當
ニ
差
入
レ
金
百
圓
ヲ
借
受
ケ
、
數
日
ヲ
經
テ
、
其
既
ニ
乙
ニ
抵
當
ニ
差
入
レ
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
シ
メ
ス
、
丁
ニ
對
シ
更
ニ
又
右
田
地
ヲ
抵
當
ト
ナ
シ
、
公
證
ヲ
經
テ
金
八
拾
圓
ヲ
借
用
セ
リ
、
然
ル
ニ
兩
件
共
、
返
濟
期
限
ヲ
經
過
シ
甲
ニ
於
テ
義
務
ヲ
盡
サ
ヽ
ル
ニ
付
、
乙
丁
各
之
ヲ
出
訴
セ
リ
、
此
塲
合
ニ
於
テ
、
乙
丁
ノ
抵
當
何
レ
カ
先
取
權
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
候
哉
、
抑
モ
第
一
ノ
抵
當
ハ
甲
乙
相
互
ノ
間
ニ
止
ル
私
抵
當
ナ
レ
ハ
、
丁
ニ
對
シ
テ
抵
當
ノ
効
ヲ
有
セ
サ
ル
ハ
當
然
ナ
ル
ヘ
シ
、
第
二
ノ
抵
當
ハ
公
證
ヲ
經
タ
ル
抵
當
ナ
レ
ハ
、
乙
ハ
勿
論
一
般
公
衆
ニ
對
シ
テ
確
タ
ル
抵
當
ノ
特
權
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
、
其
日
付
ノ
前
後
ニ
拘
ハ
ラ
ス
必
ス
第
二
ノ
抵
當
ヲ
以
テ
先
取
權
ヲ
有
ス
ル
者
ト
相
心
得
可
然
哉
第
二
條　
果
シ
テ
第
二
ノ
抵
當
ヲ
以
テ
先
取
權
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
爲
ス
時
ハ
、
其
實
第
二
ノ
抵
當
ハ
二
重
ノ
抵
當
ナ
ル
モ
、
第
一
ノ
抵
當
ハ
、
前
陳
ノ
如
ク
抵
當
タ
ル
ノ
効
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ニ
シ
テ
第
二
ノ
債
主
ニ
損
害
ヲ
加
ヘ
サ
ル
譯
ナ
レ
ハ
、
刑
法
ノ
問
フ
所
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
キ
歟
、
又
或
ハ
第
一
抵
當
債
主
ニ
對
シ
テ
ハ
無
論
損
害
ヲ
加
フ
ル
者
ニ
付
、
第
一
抵
當
債
主
ヲ
被
害
者
ト
認
メ
尚
ホ
刑
法
ニ
問
フ
ヘ
キ
者
ニ
候

（
９
）
哉
」
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
一
二
（　
　
　
）
一
一
八
　静
岡
始
審
裁
判
所
の
質
問
事
項
は
、
左
の
二
つ
で
あ
る
。
（
イ
）　
抵
当
権
の
公
証
と
そ
の
順
位
。
　
甲
が
自
己
所
有
地
に
公
証
を
受
け
ず
に
抵
当
権
を
設
定
し
て
乙
か
ら
借
金
し
、
さ
ら
に
後
日
、
こ
の
旨
丁
に
通
知
せ
ず
に
、
該
土
地
に
抵
当
権
を
設
定
し
、
丁
か
ら
借
金
し
た
。
一
番
抵
当
債
権
者
乙
と
二
番
抵
当
債
権
者
丁
の
い
ず
れ
が
、
先
取
特
権
を
有
す
る
か
。
公
証
は
、
第
三
者
へ
の
対
抗
要
件
で
あ
る
か
ら
、
公
証
の
な
い
一
番
抵
当
債
権
者
乙
は
、
公
証
を
受
け
た
二
番
抵
当
債
権
者
丁
に
対
抗
し
え
な
い
。
抵
当
権
設
定
日
付
の
先
後
に
関
係
な
く
、
二
番
抵
当
債
権
者
丁
は
、
一
番
抵
当
債
権
者
乙
に
対
し
て
先
取
特
権
を
持
つ
と
す
べ
き
か
。
（
ロ
）　
公
証
が
一
番
抵
当
権
に
な
く
、
二
番
抵
当
権
に
あ
る
事
実
上
の
二
重
抵
当
の
罪
を
論
ず
る
可
否
。　
一
番
抵
当
債
権
者
乙
は
、
公
証
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、
抵
当
権
の
効
力
を
持
た
ず
、
二
番
抵
当
債
権
者
丁
に
損
害
を
与
え
て
い
な
い
の
で
、
刑
法
に
問
う
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
か
。
ま
た
は
、
一
番
抵
当
債
権
者
乙
は
、
損
害
を
被
っ
た
の
で
、
乙
を
被
害
者
と
認
め
て
刑
法
に
問
う
べ
き
と
す
る
か
。
　
明
治
十
七
年
一
月
二
十
五
日
、
司
法
省
は
、
静
岡
始
審
裁
判
所
に
対
し
て
「
第
一
條　
見
込
ノ
通
、
第
二
條　
後
段
見
込
ノ
通
」
と
内
訓
し

公
証
に
第
三
者
に
対
抗
す
る
抵
当
権
の
効
力
を
認
め
、
公
証
が
一
番
抵
当
権
に
な
く
、
二
番
抵
当
権
に
な
さ
れ
た
と
き
は
、
二
番
抵
当
債
権
者
が
先
取
特
権
を
有
す
る
。
一
番
抵
当
債
権
者
が
損
害
を
受
け
た
の
で
、
刑
法
に
問
う
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
債
務
者
が
一
番
抵
当
債
権
者
と
戸
長
公
証
を
受
け
ず
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
た
め
に
、
戸
長
公
証
を
受
け
て
二
番
抵
当
債
権
者
が
先
取
特
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
抵
当
権
の
効
力
を
奪
わ
れ
た
一
番
抵
当
債
権
者
が
損
害
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
刑
法
に
問
う
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
の
適
用
を
意
味
す
る
。
公
証
を
受
け
ず
に
一
番
抵
当
権
を
設
定
し
、
こ
の
旨
通
知
す
る
こ
と
な
く
、
公
証
を
受
け
て
二
番
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
を
適
用
し
て
二
重
抵
当
の
罪
を
論
ず
べ
し
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
・
参
事
院
回
答
の
趣
旨
と
同
じ
く
す
る
。
同
回
答
が
司
法
省
へ
も
通
牒
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（　
）
１０た
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
一
三
（　
　
　
）
一
一
九
　と
こ
ろ
で
、
右
の
解
釈
に
対
立
し
て
、
先
後
両
抵
当
権
に
戸
長
公
証
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
と
す
る
解
釈
が
あ
っ

こ
の
対
立
の
解
決
を
迫
ら
れ
た
司
法
省
は
、「
地
所
重
抵
當
ノ
件
」
を
法
律
諮
問

諮
問
し
た
。
明
治
十
九
年
四
月
六
日
、
同
諮
問
会
は
、
そ
の
議
決
を
司
法
大
臣
山
田
顕
義
へ
具
申
し
た
（
会
長
判
事
玉
乃
世
履
、
会
員
判
事
池
田
彌
一
、
同
岡
内
重
俊
、
同
奥
山
政
敬
、
同
中
村
元
嘉
、
検
事
安
藤
源
五
郎
、
弁
明
員
司
法
省
参
事
官
内
藤
直
亮
）。
議
決
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
曩
キ
ニ
本
會
ニ
付
セ
ラ
レ
タ
ル
刑
法
第
三
百
九
十
三
條
第
二
項
ニ
、
所
謂
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
、
已
ニ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
重
子
テ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ
、
最
初
地
所
質
入
書
入
規
則
ニ
據
リ
公
證
ヲ
經
ス
重
子
テ
抵
當
ト
爲
ス
ニ
付
テ
公
證
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
云
ヤ
如
何
ト
云
ヘ
ル
問
題
ニ
對
シ
審
議
ノ
末
、
左
ノ
通
決
定
ス
抑
モ
地
所
質
入
書
入
規
則
ニ
據
リ
公
證
ヲ
經
サ
ル
不
動
産
ノ
抵
當
ハ
、
啻
ニ
法
律
上
債
主
ニ
先
取
特
權
ヲ
與
ヘ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
法
律
ノ
見
ヲ
以
テ
質
入
又
ハ
書
入
ト
爲
ス
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
故
ニ
、
之
ヲ
欺
隱
シ
重
子
テ
他
ニ
抵
當
ト
爲
ス
コ
ト
ア
ル
モ
、
爲
メ
ニ
第
二
ノ
公
證
ヲ
經
タ
ル
債
主
ノ
先
取
特
權
上
ニ
毫
モ
損
害
ヲ
致
ス
コ
ト
無
ケ
レ
ハ
、
則
チ
決
シ
テ
本
條
第
二
項
ノ
罰
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヤ
知
ル
ヘ
シ
、
此
理
ヲ
推
セ
ハ
則
チ
最
初
公
證
ヲ
經
テ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
不
動
産
ヲ
重
子
テ
公
證
ヲ
經
ス
シ
テ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
塲
合
ノ
如
キ
モ
、
亦
當
ニ
右
ニ
準
シ
テ
論
決
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
第
二
ノ
債
主
若
シ
公
證
簿
册
ヲ
檢
閲
ス
ル
ノ
勞
ヲ
取
ラ
ハ
、
則
チ
決
シ
テ
損
害
ヲ
被
ム
ル
コ
ト
無
カ
ル
ヘ
キ
ニ
、
一
片
ノ
證
書
又
ハ
負
債
者
其
人
ヲ
妄
信
シ
タ
ル
ニ
因
リ
若
ク
ハ
簿
册
檢
閲
ノ
勞
ヲ
取
ル
コ
ト
ヲ
厭
ヒ
タ
ル
ニ
因
テ
、
先
取
特
權
上
ニ
損
害
ヲ
被
ム
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
、
即
チ
債
主
自
ラ
招
キ
タ
ル
ノ
災
ト
云
フ
テ
可
ナ
リ
、
豈
ニ
自
己
ノ
怠
慢
ノ
爲
メ
ニ
他
人
ノ
犯
罪
ヲ
構
造
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ア
ル
可
ケ
ン
ヤ
、
果
シ
テ
然
ラ
ハ
則
チ
本
條
第
二
項
ノ
罸
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ノ
塲
合
ハ
如
何
、
曰
ク
止
タ
最
初
公
證
ヲ
經
テ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
不
動
産
ヲ
欺
隱
シ
テ
更
ニ
公
證
ヲ
經
テ
他
ニ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
塲
合
ア
ル
ノ
ミ
、
是
レ
實
際
頻
々
現
出
ス
ル
所
ノ
犯
罪
ニ
シ
テ
、
即
チ
本
條
第
二
項
ノ
設
ア
ル
所
以
ナ
リ
（　
）
１１た
。
（　
）
１２会
に
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
一
四
（　
　
　
）
一
二
○
右
法
律
諮
問
會
則
第
十
則
ニ
依
リ
具
申
仕
候

　
「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
な
い
不
動
産
の
抵
当
権
は
、
法
律
上
、
債
権
者
に
先
取
特
権
を
与
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
抵
当
権
を
有
効
に
成
立
せ
し
め
な
い
。
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
な
い
一
番
抵
当
権
を
「
欺
隠
」
し
て
、
二
番
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
戸
長
公
証
を
受
け
た
二
番
抵
当
債
権
者
は
、
抵
当
権
の
効
力
を
与
え
ら
れ
、
先
取
特
権
上
の
損
害
を
受
け
な
い
。「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
は
適
用
さ
れ
え
な
い
。
ま
た
、
戸
長
公
証
を
受
け
た
抵
当
不
動
産
に
、
公
証
を
経
ず
重
ね
て
抵
当
権
を
設
定
し
た
場
合
も
、
同
様
に
本
条
第
二
項
は
適
用
さ
れ
え
な
い
。
二
番
抵
当
債
権
者
は
、
公
証
簿
を
検
閲
す
る
労
を
と
る
な
ら
ば
、
既
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
先
取
特
権
上
の
損
害
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
二
番
抵
当
債
権
者
が
、
証
書
ま
た
は
債
務
者
を
妄
信
し
た
り
、
公
証
簿
を
検
閲
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
先
取
特
権
上
の
損
害
を
被
っ
た
の
は
、
自
己
の
怠
慢
に
よ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
務
者
が
詐
欺
取
財
罪
に
論
ぜ
ら
れ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
戸
長
公
証
を
受
け
て
抵
当
権
を
設
定
し
た
不
動
産
を
「
欺
隠
」
し
て
、
さ
ら
に
同
不
動
産
に
戸
長
公
証
を
受
け
て
他
の
債
権
者
と
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
に
限
り
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
。
法
律
諮
問
会
は
、
先
後
両
抵
当
権
が
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
る
場
合
に
、
二
重
抵
当
の
罪
を
論
じ
う
る
と
議
決
し
た
の
で
あ
る
。
　
四
月
十
日
、
司
法
大
臣
山
田
顕
義
は
、
法
律
諮
問
会
議
決
を
大
審
院
、
裁
判
所
、
警
視
庁
、
北
海
道
庁
、
府
県
、
憲
兵
本
部
へ
訓
令
し

本
訓
令
が
大
審
院
、
諸
裁
判
所
の
判
例
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
は
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。
註（１
）　
新
潟
県
令
永
山
盛
輝
よ
り
内
務
卿
山
田
顕
義
宛
「
戸
長
公
證
之
義
ニ
付
伺
」（『
翻
譯
類
纂
』
明
治
十
五
年
五
月
第
二
、
六
二
（『
明
治
政
府
翻
訳
草
稿
類
纂
』
四
二
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
七
年
））。
（
２
）　
内
務
卿
山
田
顕
義
よ
り
参
事
院
議
長
山
県
有
朋
宛
質
問
（
前
掲
『
翻
譯
類
纂
』
明
治
十
五
年
第
二
、
六
二
）。
（　
）
１３也
」
（　
）
１４た
。
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
一
五
（　
　
　
）
一
二
一
（
３
）　
前
掲
『
翻
譯
類
纂
』
明
治
十
五
年
第
二
、
六
二
。
回
答
案
作
成
を
担
当
し
た
の
は
、
参
事
院
議
官
補
兼
書
記
官
清
浦
奎
吾
・
大
森
鐘
一
、
同
院
議
官
補
周
布
公
平
（
主
査
）・
山
脇
玄
で
あ
る
。
（
４
）　
治
罪
法
第
六
〇
条
「
左
ニ
記
載
シ
タ
ル
官
吏
ハ
検
事
ノ
補
佐
ト
シ
テ
其
指
揮
ヲ
受
ケ
、
第
三
編
﹇
犯
罪
ノ
捜
査
起
訴
及
ヒ
予
審
﹈
ニ
定
メ
タ
ル
規
則
ニ
従
ヒ
司
法
警
察
官
ト
シ
テ
犯
罪
ヲ
捜
査
ス
可
シ
一　
警
視　
警
部
二　
区
長
郡
長
三　
治
安
判
事
四　
警
部
ノ
在
ラ
サ
ル
地
ノ
戸
長
」
同
第
九
六
条
「
官
吏
、
其
職
務
ヲ
行
フ
ニ
因
リ
重
罪
軽
罪
ア
ル
コ
ト
ヲ
認
知
シ
又
ハ
重
罪
軽
罪
ア
リ
ト
思
料
シ
タ
ル
時
ハ
、
速
ニ
其
職
務
ヲ
行
フ
地
ノ
検
事
ニ
告
発
ス
可
シ
」
（
５
）　
『
民
事
令
訓
集
』
三
六
一
頁
（
神
戸
大
学
人
文
社
会
科
学
系
図
書
館
蔵
）。
本
書
（
四
六
判
、
活
版
、
表
紙
・
扉
・
奥
付
欠
、
刊
行
年
不
明
、
全
四
一
六
頁
）
は
、
神
戸
地
方
裁
判
所
旧
蔵
書
で
、
明
治
十
五
―
十
八
年
の
多
数
の
司
法
省
宛
伺
と
同
省
指
令
等
を
事
項
別
に
編
集
し
て
い
る
。
（
６
）　
司
法
部
内
同
盟
編
纂
『
刑
事
訓
令
類
纂
』
同
盟
印
刷
、
明
治
十
七
年
九
月
、
六
九
二
頁
。
（
７
）　
（
６
）
と
同
。
（
８
）　
（
６
）
と
同
。
（
９
）　
『
民
事
令
訓
集
』
三
四
九
―
三
五
〇
頁
。
（　
）　
『
民
事
令
訓
集
』
三
五
〇
頁
。
１０
（　
）　
宮
城
浩
蔵
は
、「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
の
適
用
要
件
と
し
て
の
戸
長
公
証
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
抑
モ
不
動
産
ヲ
抵
當
１１
典
物
ト
爲
ス
ニ
ハ
、
戸
長
ノ
公
証
ヲ
經
サ
ル
ト
キ
ハ
、
仮
令
双
方
間
ニ
於
テ
ハ
効
ア
リ
ト
ス
ル
モ
、
他
人
ニ
對
シ
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
、
故
ニ
甲
者
ノ
初
メ
ニ
抵
當
典
物
ニ
得
タ
ル
不
動
産
ヲ
乙
者
後
ニ
買
取
若
ク
ハ
抵
當
典
物
ニ
得
テ
甲
者
ヨ
リ
先
キ
ニ
公
証
ヲ
經
ル
ト
キ
ハ
、
甲
者
ノ
抵
當
典
物
ニ
得
タ
ル
ハ
乙
者
ニ
對
シ
効
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
今
本
項
ノ
不
動
産
ハ
公
証
ヲ
經
タ
ル
者
ニ
限
ル
可
キ
乎
、
將
タ
公
証
ヲ
經
サ
ル
者
モ
亦
茲
ニ
含
蓄
ス
可
キ
モ
ノ
ナ
＜
論　
　
説＞
修
道
法
学　
二
八
巻　
二
号
七
一
六
（　
　
　
）
一
二
二
ル
ヤ
如
何
、
此
點
ニ
付
テ
ハ
議
論
紛
々
未
タ
一
定
セ
ス
」（
宮
城
浩
蔵
講
述
『
刑
法
講
義
』
二
、
明
治
法
律
学
校
出
版
、
明
治
十
八
年
一
月
刊
、
七
〇
八
―
七
〇
九
頁
）。「
法
学
協
会
雑
誌
」
第
九
号
（
明
治
十
七
年
一
月
）
は
、「
討
論
題
」
に
、「
土
地
百
坪
ヲ
所
有
セ
ル
甲
者
ア
リ
、
之
ヲ
抵
當
ト
シ
テ
乙
ヨ
リ
金
七
拾
圓
ヲ
借
受
ケ
タ
リ
、
甲
乙
間
平
常
交
淺
カ
ラ
サ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
乙
ハ
甲
ノ
依
頼
ニ
應
シ
別
ニ
公
證
ヲ
經
サ
リ
シ
ニ
、
甲
ハ
再
ヒ
該
百
坪
ヲ
公
證
付
ノ
抵
當
ト
シ
テ
丙
者
ヨ
リ
百
圓
ヲ
借
受
タ
リ
、
甲
ノ
所
爲
ハ
果
シ
テ
罪
ヲ
以
テ
論
ス
可
キ
者
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
採
決
に
よ
れ
ば
、
甲
処
罰
賛
成
者
三
九
名
、
反
対
者
二
三
名
で
あ
っ
た
。
（　
）　
法
律
諮
問
会
は
、「
法
律
ノ
解
釋
ヲ
一
定
セ
シ
ム
ル
爲
メ
」
に
司
法
省
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
り
（
明
治
十
七
年
十
月
二
十
七
日
司
法
省
よ
り
大
１２
審
院
へ
達
「
法
律
諮
問
会
規
則
」
第
一
則
）、
会
員
は
、
大
審
院
の
判
事
五
名
、
検
事
一
名
、
司
法
卿
よ
り
命
じ
た
る
弁
明
員
一
名
と
し
（
同
第
三
則
）、
「
一
年
ヲ
四
期
ニ
分
チ
毎
期
之
ヲ
改
選
ス
」
る
（
同
第
四
則
）（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
一
四
、
官
職
門
﹇
５
﹈、
原
書
房
覆
刻
、
一
九
七
八
年
、
一
八
九
―
一
九
一
頁
）。
（　
）　
『
明
治
十
九
年
閣
省
特
達
並
訓
令
』（
滋
賀
県
行
政
文
書
﹇
明
う
四
三
﹈、
滋
賀
県
庁
蔵
）。
司
法
省
蔵
版
『
類
聚
法
規
』
第
九
編
、
明
治
二
十
年
十
一
１３
月
印
行
、
七
一
八
―
七
二
〇
頁
。
（　
）　
（　
）
と
同
。
１４
１３
む　
す　
び
　
本
稿
で
は
、
　
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
成
立
過
程
、
　
同
規
定
の
適
用
要
件
と
し
て
の
抵
当
権
へ
の
戸
長
公
証
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
本
稿
を
要
約
し
、
今
後
の
課
題
を
提
示
し
て
結
語
と
し
た
い
。
　
　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
成
立
過
程
。
　
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
司
法
省
刑
法
編
纂
会
議
に
お
い
て
、
日
本
刑
法
草
案
の
詐
欺
取
財
罪
の
条
文
を
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
四
〇
五
条
を
手
本
に
し
て
起
草
し
た
。
し
か
し
、
日
本
委
員
鶴
田
皓
は
、
多
発
し
て
い
た
重
典
売
を
処
罰
す
る
規
定
を
同
草
案
に
欠
い
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
関
す
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
一
七
（　
　
　
）
一
二
三
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
要
求
し
た
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
二
〇
五
九
条
に
定
め
ら
れ
た
、
不
動
産
売
買
・
抵
当
権
設
定
に
お
け
る
詐
欺
行
為
で
あ
る
ス
テ
リ
オ
ナ
（







）
が
重
典
売
に
類
似
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
ス
テ
リ
オ
ナ
を
日
本
刑
法
の
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
構
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
故
意
ヲ
以
テ
己
レ
ニ
属
セ
サ
ル
動
産
不
動
産
ヲ
要
償
ノ
契
約
ヲ
以
テ
讓
與
シ
又
ハ
不
動
産
ヲ
書
入
ト
為
シ
又
ハ
動
産
ヲ
典
物
ト
為
シ
又
所
有
者
已
ニ
其
不
動
産
ヲ
書
入
ト
為
シ
タ
ル
事
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ヘ
賣
渡
シ
又
ハ
他
人
ヘ
書
入
ト
為
シ
タ
ル
者
ハ
詐
偽
取
財
ヲ
以
テ
論
シ
前
同
刑
ニ
處
ス
」
と
の
条
文
を
起
草
し
た
。
　
明
治
十
年
十
一
月
二
十
八
日
、
司
法
省
が
太
政
官
に
上
申
し
た
刑
法
草
案
（
確
定
稿
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
四
三
七
条
第
二
項
）
は
、
「
自
己
所
有
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
已
ニ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
子
テ
抵
當
ト
爲
シ
タ
ル
者
亦
同
﹇
詐
欺
取
財
を
も
っ
て
論
ず
﹈」
で
あ
り
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
起
草
案
に
基
づ
い
て
い
た
。
同
刑
法
草
案
は
、
刑
法
草
案
審
査
局
で
審
査
さ
れ
、
刑
法
審
査
修
正
案
が
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
、
太
政
大
臣
三
條
實
美
に
上
進
さ
れ
た
。
刑
法
審
査
修
正
案
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
は
、
「
自
己
ノ
不
動
産
ト
雖
モ
已
ニ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
ヲ
欺
隱
シ
テ
他
人
ニ
賣
與
シ
又
ハ
重
ネ
テ
抵
當
典
物
ト
爲
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
」
と
な
り
、
「
抵
當
」
に
「
典
物
」（
質
入
）
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
不
動
産
質
入
が
日
本
で
債
権
担
保
の
主
要
な
手
段
と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に
対
処
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
条
は
、
元
老
院
の
審
議
に
お
い
て
修
正
を
受
け
ず
、
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」
第
三
九
三
条
第
二
項
と
な
っ
た
。
　
　
旧
刑
法
の
二
重
抵
当
罪
規
定
（
第
三
九
三
条
第
二
項
）
の
適
用
要
件
と
し
て
の
抵
当
権
へ
の
戸
長
公
証
。
　
抵
当
権
へ
の
戸
長
公
証
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
倣
い
、
第
三
者
に
対
抗
し
て
抵
当
債
権
者
が
抵
当
不
動
産
の
代
価
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
与
え
る
。
内
務
省
は
、
戸
長
公
証
と
旧
刑
法
第
三
九
三
条
第
二
項
と
の
関
係
を
、
参
事
院
に
質
問
し
た
（
明
治
十
五
年
四
月
十
三
日
）。
第
三
九
三
条
第
二
項
の
旨
趣
に
よ
れ
ば
、
戸
長
公
証
を
受
け
ず
に
典
売
（
売
却
、
質
入
、
抵
当
）
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
、
後
日
、
戸
長
公
証
＜
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を
受
け
て
他
人
に
典
売
せ
ん
と
す
る
と
き
、
戸
長
は
、
先
の
典
売
を
確
知
し
て
お
れ
ば
、
後
の
典
売
に
公
証
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
法
理
で
あ
る
か
と
い
う
。
参
事
院
は
、
こ
の
法
理
を
認
め
る
回
答
を
内
務
省
に
与
え
た
。
内
務
省
は
、
本
条
第
二
項
は
重
典
売
を
詐
欺
取
財
罪
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で
、
戸
長
公
証
が
先
の
典
売
に
な
く
、
後
の
典
売
に
あ
る
と
き
、
本
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
し
た
。
　
一
方
、
当
初
、
司
法
省
は
、
抵
当
債
権
者
は
、
戸
長
公
証
を
受
け
て
い
な
い
と
き
、
第
三
者
に
対
抗
し
て
抵
当
不
動
産
の
代
価
か
ら
優
先
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
持
た
な
い
が
、
抵
当
権
設
定
契
約
者
間
で
は
抵
当
権
は
有
効
に
成
立
す
る
、
し
た
が
っ
て
、
該
抵
当
不
動
産
に
つ
い
て
、
重
ね
て
他
の
債
権
者
と
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
な
ら
ば
、
旧
刑
法
第
三
九
三
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
と
指
令
し
た
（
明
治
十
五
年
二
月
十
日
指
令
﹇
同
十
五
年
一
月
十
六
日
滋
賀
県
伺
﹈）。
二
番
抵
当
権
に
戸
長
公
証
が
付
与
さ
れ
た
か
否
か
は
、
こ
こ
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
司
法
省
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が
公
証
を
受
け
ず
に
一
番
抵
当
権
を
設
定
し
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
通
知
せ
ず
公
証
を
受
け
て
二
番
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
、
二
重
抵
当
罪
と
し
て
本
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
と
指
令
し
た
（
明
治
十
七
年
一
月
二
十
五
日
指
令
﹇
明
治
十
六
年
十
二
月
二
十
日
静
岡
始
審
裁
判
所
伺
﹈）。
本
指
令
は
、
右
参
事
院
回
答
の
趣
旨
と
同
じ
く
す
る
。
参
事
院
回
答
が
司
法
省
へ
も
通
牒
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
解
釈
と
対
立
し
て
、
先
後
両
抵
当
権
へ
の
戸
長
公
証
付
与
を
、
旧
刑
法
第
三
九
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
と
す
べ
し
と
す
る
解
釈
が
あ
っ
た
。
こ
の
対
立
を
解
決
す
る
た
め
に
、
司
法
省
は
法
律
諮
問
会
に
「
地
所
重
抵
當
ノ
件
」
を
諮
問
し
、
同
会
は
、
債
務
者
が
戸
長
公
証
を
受
け
て
抵
当
権
を
設
定
し
た
不
動
産
を
「
欺
隱
」
し
て
、
さ
ら
に
同
不
動
産
に
戸
長
公
証
を
受
け
て
他
の
債
権
者
と
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
き
に
か
ぎ
り
、
二
重
抵
当
罪
と
し
て
本
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
と
議
決
し
た
（
明
治
十
九
年
四
月
六
日
）。
な
ぜ
な
ら
戸
長
公
証
に
よ
っ
て
抵
当
権
が
有
効
に
成
立
す
る
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
司
法
省
は
、
こ
の
議
決
を
大
審
院
、
諸
裁
判
所
等
に
訓
令
し
た
（
同
年
四
月
十
日
）。
　
戸
長
公
証
簿
の
体
裁
不
統
一
と
、
そ
の
杜
撰
な
管
理
は
、
増
大
す
る
不
動
産
取
引
に
対
応
で
き
ず
、
信
用
の
失
墜
を
招
い
て
い
た
。
公
証
制
明
治
十
三
年
公
布
「
刑
法
」（
旧
刑
法
）
の
二
重
抵
当
罪
規
定
の
成
立
と
抵
当
権
の
公
証
（
藤
原
）
七
一
九
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）
一
二
五
度
の
整
備
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
登
記
制
度
を
模
範
に
し
て
、「
登
記
法
」（
明
治
十
九
年
八
月
十
三
日
法
律
第
一
号
）
と
、
そ
の
附
属
法
令
で
あ
る
「
登
記
法
取
扱
規
則
」（
同
年
十
二
月
三
日
司
法
省
訓
令
第
三
二
号
）
等
の
制
定
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
物
的
編
成
主
義
を
と
り
、
登
記
簿
は
、
地
所
、
建
物
、
船
舶
の
三
種
と
し
別
冊
と
す
る
。
登
記
所
は
最
下
級
審
の
治
安
裁
判
所
と
し
、
始
審
裁
判
所
が
登
記
事
務
を
監
督
す
る
。
登
記
な
き
売
買
譲
与
、
質
入
、
書
入
は
、「
第
三
者
ニ
対
シ
法
律
上
其
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
る
。
戸
長
公
証
、
そ
し
て
登
記
が
、
旧
刑
法
第
三
九
三
条
第
二
項
適
用
の
要
件
と
し
て
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
た
か
を
、
と
く
に
大
審
院
判
例
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
＜
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